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聖 教(_.)と 論 証(yukti)に よ って 「一 切 法 無 自性」 を証 明 しよ う とす るKamala§ila
のM稘hyamakdloka(M�1)1こ は ・ と りわ け 「聖 教」 を巡 って ・ 中観 派 の主 張 す る意 味 で の・
一 切 法 無 自性 ,不 生,不 滅 は,1.三 性 ・三 無 性説 の意 図(abhipr窕a)1.遍 計 され た もの
の 無,依 他 起 な もの の 有 皿.唯 心,を 説 く 『解 深 密 経 』 や 『楞 伽 経 』 等 の 真 理 に反 す る,と
の 論 難 とそ の応 酬 が展 開 され て い る。 そ の対 論者 と してKamala'silaは,唯 識 派 を 想定 して い
(3」
る と思 わ れ る が,そ の対 論 の 中 に,Kamalaｧilaの 唯 識 説 理 解 が 看 取 され るの で,彼 に と って,
唯 識 説 とは何 で あ るの か,ま たそ れ が,彼 の哲 学 と修 道 論 の構 築 に,ど う係 わ って い るの か,
を 吟 味 しよ う とす る。
第 一 部 で は,先 の1,II,皿 の 論難 に対 して,Kamala'silaが 以 下 の よ うに応 酬 す る点 を検
証 す る。1.一 切 法 無 自性,勝 義 不生 こそ 了 義(nit穩tha)で あ る。 三 性,三 無 性 説 と中 観派
の 見 解 は矛 盾 しな い。r解 深 密 経 』 を 了 義 経 と承 認 す るが,世 尊 の 意 図(abhipr窕a)は 文 字
通 りで は な く,本 意 は 「一 切法 無 自性 」 に あ る。II.「 遍 計 さ れ た も の の 無 」 を,増 益
(sam穩opa)を 否定 す るた め,「 依 他 起 な もの の有 」 を,世 俗 の生 起 を損 減(apav稘a)し な
い ため と解 釈 す る。 皿.「 唯心 」 は,勝 義 で あ る と理 解 せ ず,順 次 に,勝 義 の 学 説(一 切 法無
自性)の 大 海 に摂 す る ため に説 か れ るに過 ぎな い,と 理 解 せ よ,と の見 解 を表 明す る。Kama・
la'silaは,こ の よ う に唯 識説 を,世 俗 と して承 認 し,勝 義 で あ る 「一 切 法 無 自性」 の直 観 へ と
向 上 す る修 習(bh穽an�)の 過 程 に位 置 付 け る。
第 二 部 で は,以 下 の 点 を検 証 す る。
Bh穽an稾ramaに よ れ ば,Kamala'silaは,順 次,次 の観 察 と超 越 を体 系化 して い る。(1)人
無 我(2)法 無 我(3)唯 心(4)所 取 能 取 の形 象 を離 れ た無 二 知(advayajn穗a)(5)一 切法 無 自性
の 直観(6)無 功 用(an稈hoga)に よ る無 二 知 の無 我 の 直 観,の 段 階 を 設定 し,そ して(1)～(4)を
観(vipaｧyan�)の 修 習 の 階梯 と して の 「信 解 行 地 」 の 四 種 の 順 決 択 分 位,(1)煖(2)頂(3)忍(4)
世 第 一 法 位 に,(5)を 止観 双運(ｧamathavipasyan窕uganaddhav禀in)の 道,見 道 初地 に,(6)を
修 道 に配 す るの で あ る。 この よ うにKamalaｧilaは,唯 識 説 を,つ ま り唯 心 の 理 解 と さ らに は
そ の超 越 と して の 無 二 知 の理 解 を,一 切 法 無 自性 の直 観 に到 る,直 前 の 極 め て 重 要 な段 階 に配
当 して い る。 この(1)人無 我 の観 察 よ り(5)一切 法 無 自性 の 直 観 に到 る五 段 階 の観 察 と超 越 の 図式
(2)修 道論の聞思修…三慧 とい うフ レームワー クか らいえば,稟amaとyuktiに よ る真実 の観察 としての,
事物 の本性一 勝義不生,を 批判的に吟味考察す ることは思慧 に相当する。 また,M�1の みな らず,同
じくKamal�'silaのSDNS,S互ntarak串itaのMAK,MAVも臠amaと�uktiに よって,「 一切法
無 自性」の証 明が遂行 され る。cf,第 二部、注(202)及 ば図HI.
(3)第 一部IVで 吟味す る。
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は,ま た同 じ く彼 の 著述 で あ るB�hicittabh穽andに:よ って 確証 され る。
第〒部 唯 識 思 想
1.三 性 ・三 無性 を巡 る 問題
中観 派 の 主 張 す る 「一 切法 無 自性 」 「勝 義 不 生 」 とい う こ とが真 実 で あ るな らば,何 故,世
尊 は,三 性 ・三 無 憐 を読 か れ た の か,と い つ反 論 を切 り札 と して,唯 識 派 は,Kamalasilaに
迫 っで い る0な ぜ な ら∵ 唯識 派 に と つて は,「 一 切 法(sarvadharma)は ∴ 遍 計 され た もの,
依他起なもめ,讖 され蝿 の,を 雄 と諤 」カ、ら,吻 法を 鮨 憾 不生蠏 する欟
派 との間 に は,有 と無 を 巡 って の皃 解 め相 達 が紛 糾 した。 こ の論 議 の 応 酬 の 中 に,Kamalasila
の 三 性 ・三 難 め 理 軅 探 究 す る.・それ は く5);1VI稷bこ謎 され て い るが,そ の 要 綱 力,,眦 く彼
のSarvadJiarm瀟ihsvabh穽asiddhi【SDNS]の 中 に検 出'され るの で,ま ずSDNSに よ り検 証
す る 。
(6…
[唯 識 派 の 反 論]
(6a…
この全 て の{諸 経 典 に お け る無:自性 の説 示]は,遍 計 所 執 性 ・(parikalpitasvabh穽a)を 意 図
して(samdli窕a)説 かれ て い る。 す な わ ち 『経 典 』 に,遍 計 所 執 性 を 意 鹵 して,一 切法 は
・ 6a)
無 自性 で あ る∵ と説 かれ て い る よ う に。
[Ka血ala§Ilaの 答 謝
このZと が,一真 実(sat�a)で ある な ら,か え って,こ の遍 計 所 執 性 と は,何 で あ るの か を語
る必 要 が あ る。
[反論]
[遍計所 執 性 は]確 実 な認 識 くpram穗a)に よ って,拒 斥 され る もの で あ って も,凡 夫 達 に よ
って,真 実 な もの と理 解 され て い る。 ご
[答論】
そ うで あれ ば,幻 の よ うに,吟 味 しな い間・だ け素 晴 しい も の(avic穩aikaramya),す な わ
ち ジ あ らゆ る縁 起 的な 存 在[=依 他 起 性]に 対 して,凡 夫 達 が,勝 義 と して,生 起 等 を増 益
(sam穩opa)し て い る も の こぞ,プ ラマ:一ナ に よ って 拒斥 され る か ら,遍 計 を 自体 とす る も
の で あ るび 先 に,ど う して{そ う】 述 べ ない の か。 さ も な けれ ば 【依 他 起 を本 性 どす る もの
が,遍 計 を 自体 と しな い な ち]外 界 の対 象(b臧y穩tha)も,'遍 計 所 執 性 と い う点 で は,空





(6)・SDNSIV,・TibetapTextP.P:?5i4-177菶;>EnglihTranslationPP.4613,525.出 典 及 びM�1と の 対
応 関 係 に つ い て は,そ あ 脚 注(111)～(121)参 照 。
(6a)cf.M�1,P156a2-3,D144a7.
,,
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そ れ(外 界 の 対 象)は,プ ラマ ー ナ に よ って 拒斥 きれ る か 筋 勝 義 と しで ゴ存在 す る もあ で
あ る とは,理 解 しな い 。
[答論 亅
も し,そ う な ら,[識 の1生 起 な ど も プ ラマ ー ナ に よ って拒 斥 され る か ら,レぞ の よ う に[勝
義 と して の 存 在 ど】 理 解 す べ きZ'b竄ﾈ い。L毛F
[反 謝
[識 の1生 起 等 は,世 聞 一般 に認 め ちれ て い るか ら,プ ラマ ー ナ に よ っそ 拒 斥 され な い。
[答 論]
それ は不 合 理 で あ る。[汝 の主 張 に従 うな ら】[識 の生 起 等 は1勝 義 と してで は な いが,世 俗
と して,一 般 に認 め られ るか ら,以 前 に吟 味 した の と同 じであ る。 世 尊 は[『 楞 伽 経 』∫で も,
(6b…
「諸事物が生起するのは,世 俗としてであり,勝 義としては,無 自性である。無自性に対す
る迷乱が,正 豁 で謝 と説かれて幡 。さもなければ,外 界の櫞 も,世 間搬1こ よく
知 られ て い る プ ラマ ー ナ に よ って拒 斥 され な い で あ ろ う。 そ うで あ れ ば1プ ラ マ ー ラ に よ っ
て通 念 と して 承 認 され て い る こ とだ け が,道 理 に適 った こ とで あ る が,他 は;そ ケ で は な
い.従 って,鱒 はr驟 盤 』姻 ・穐 ほ,三 性,三 鰭 臆 図 しそ(,amdh窕�),_
…6c)
切法 無 自性 を述 べ る」 と あ る こ と と も[中 観 派 あ見 解 は]矛 盾 しな い。 この 俄 々中観 派】
に と って も;三 性 を 確 定 す る こ とは,'矛 盾 を もつ もあ で は な い か ら。 と い うの は,吟 味 され
ず に 承 認 され て い『る こ と,す な わ ち諸 事 物 が,'縁 起(pratityasamutp稘�)を 本 性 と して い
る こ とが,依 他 起 性(par穰antrasvabh穽a)で あ る。【世 俗 と して,幻(m窕�)な どの よ う
に,縁(pratyaya)に よ って生 起 す る点 で,無 自性 で あ るか ら,生 無 自性(utp炙tinihsvab-
h穽at�)で あ る。 その[依 他 起 翻 につ い て;勝 義 と して,生 起 な どの本 性 を増 益(sarn穩o.
pa)し え もの が,遍 計 所 執 性(parikalpii灣v稈h穽a)で あ る。 それ も,プ ラ マ ー ナ に よ1って
吟 味 され る ま ま に,自 性 は成 立 しな い が ら,相 無 自性(1ak§an穗ihsv稈h穽at�)で あ る。依
他 起 な もの に関 して,前 述 した よ うに;遍 計所 執 性 とい う点 で,空 で あ る こと が,円 成 実 性
(parinisp瀟nasvabh穽a)で あ る。 そ れ は,プ ラマ ー ナ に よ って,←完 全1こ証 明 され た もの と
して,常 に成 立 す るか ら。 そ れ も,あ らφ る もの を遍 充 す る故,亠 般 的 な特 徴(s穃穗�ala-
ksana)と して の も ので あ るか ら・ 勝 義 無 自性(param穩thanihsvabh穽a)
、で あ る0従 って,
この[我 々 中観 派]に と って も・ す べ て の[三 性1三 無性 の教 説1
.は 矛盾 す る もので は な シ・。
生 と滅 な ど に執 着 す る所 化 の 有 情
.(vineya);々 ㍉ 断 滅 論 を捨 て 去 る よ う配 慮 して,世 尊 姑 ヅ
懈 灘 経』などに職(V'囎a)な どは・有である
,と説か姻 いる・そのこζ蠣 義と
し て で は な い と 理 解 す べ き で あ る 。
以 上 紹 介 し た,三 性 ・三 無 性 を 巡 る 論 議 は,1Vfadhyamak稷okaで は,対 論 者 が,次 の よ う




(6c)SNS,P・67.3.,T・XVi.No.676・P.694a13-14我 依 三 種 無 自性 性 密 意61説 言 一 切 諸 法 無 自 性 。
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な中観派の ト 切法無自性」 に対する問題提起 に応答するスタイルを以て展開 している・
対論者はr-一一切法無自性」はまず聖教(稟ama)に よって証明され得ないことの 理 由 と し
(7…
て,聖 教 の言 葉 を承 認 しな い者 と,承 認 す る者 との うち,後 者 に対 して さ え も,「 疑 わ し くな
(7a)
も 一 切 法 の無 自性 を理 解 す る,そ の よ うな言 葉 は,全 く示 し得 な い。 あ る経 典 に 《一 切 法 は
無 自性 ・不 生 ・ 本 来 寂 静(稘i's穗ta)・ 自性 般 涅槃(prakrtiparinirvrta)で お る》 云 々 と説 か
れ て い る こ と も,ま さ し く未 了 義(ney穩tha)で あ る と理 解 しな けれ ば な らな い。 世 尊 の 教 え
…7)
は種 々 の意 図(abhipr窕a)か ら起 こ って い るか らで あぐ 。」 とい う理 由 で ・ 厂一 切 法 無 自性」
に対 す る正 当 な典 拠 を求 め る こ とは 出来 な い と追 及 す る。 そ して ・ 世尊 は 『解 深 密経 』 に耳
性,,三 無 性 を意 図.して(samdh窕a)一 切 法 無 自性 を説 か れ た,と の典 拠 を示 し,世 尊 の 意 図
C8)
(abhipr窕a)を 理 解 すべ き旨 を表 明 して い る。 この反 論 に応 答 した もの が上 述 のKamalaSila
の弁 明 で あ る。
、特 に世 尊 がr解 深 密 経 』 な どに 「三 性,三 無 性 を 意 図 して7切 法 無 自性 を 説 か
れ た」 こ と と中観 派 の見 解 とは 矛盾 す る もの で は な い と述 べ る と ころ はKamala翻aの 答 論 の
中心 で あ る。 上 述 のSDNSの 文 で は,そ の 理 由 を 詳 述 して は い な か った が,M�1で は,こ の
点 を 明 瞭 に示 して い る。
一 切 法 無 自性 ,不 生 は未 了義(ney穩tha)で あ る との対 論 者 の 追 及 に 「不 生 こ そ が,了 義
(9)
(nit穩tha)で あ り,勝 義 で あ る」 と,Kamalaｧilaは 自己 の見 解 を表 明 した後,
(10…
世 俗 の 自性 に対 して さ え も,損 減(apav稘a)す る人 々 や,正 し くな い論 書 を聴 聞 す る こ と
な ど に執 着 す る故,知 が 顛倒 して い る人 々,ま た,世 俗 に お い て存 在 して い な い虚 偽(alika)
に ほ か な らな い もの に対 して さえ も,恒 常 な どの 事柄 を増 益(sam穩opa)し て,顕 現 して い
るま ま の色 な ど も,真 実 な もの で あ る と承 認 す るで あろ う人 々,そ うい った人 々 は,増 益 と
損 減 の両 極 端 に 陥 る知 を以 て,勝 義 の学 説 の両 極 端 を離 れ た,非 常 に深 い大 海 に入 らな いか
ら,そ の た め に,世 尊 は,不 生 な どの 教 説 す なわ ち,勝 義 に導 き入 れ る もの(va'sikarana)
の み を説 い て ・.w性 ρ意 図(abhipr窕a)を 示 す こ とに よ って ・ 両 極 端 を離 れ た中 道 を 説
示 す る た め に,ま さ し く了 義(nit穩tha)で あ る経 典(grantha)を 著 わ され たの で あ る。 中
観 派(m稘h�amika)も,三 性 の設 定 を認 め な い こ とは な い。 さ もな け れ ば,知 覚 経 験 な ど
・・10)
と対 立 す る もの を,ど う して 捨 て 去 られ よ うか 。
Kamalaｧilaに よれ ば,増 益 と損 減 の両 極 端 に 陥 って い る人 々 は,勝 義 の学 説 つ ま り,一 切
法 蕪 自性,不 生 の真 理 に入 り得 な いか ら,世 尊 ほ,不 生 な どの教 説 を示 して,三 性 ・三 無 性 を
意 図 して,中 道 を説 くた め にr解 深 密経 』 を 丁 義 経 と して 著述 した,と 解 説 して い た。
KamalaSilaの 立 場 友 び 三性 ・三 無 性 説 に対 す る見 解 を整 理 す る と,
1)一 切 法 無 自性,不 生 こそ が,了 義 で あ り,勝 義 で あ る。
(7)M�1,P143b7-144a3,D133b8-134a3.
(7a)SNS,p66za‐zsr解 深 密経 』 大 正16,693c.一 切 諸 法 皆 無 自性 無 生 無 滅 本来 寂 静 自性 涅槃cf注(46a)






2)三 性 ・三 無 性 を意 図 して,7切 法 無 自性 を 説 く 『解 深 密 経 』 を 了義 経 と承 認 す る。
3)中 観 派 も,三 性 ・三 無 性 の 確定 を 妥 当 な もの とす る。 レL
・4)三 性 ・三 無 性 説 を 『解 深 密 経 』 か らの 引 用 の み な らず ,自 ら,中 観 派 の立 場 と相 違 しな
い もの と して 解 説 す る こ と。
以 上 の 四 点 よ り,Kamalasilaが,世 俗 と して,肯 定 的 に,三 性 ・三 無 性 説 を評 価 して い る
こ とが 知 られ た と思 わ れ る。 三 性 ・三 無 性 説 自体 を論 破 しよ う とす る姿 勢 は,上 に紹 介 した
SDNS,M�1の 記 述 か らは,,無 自性 の教 証(.:.)に よ る証 明の 部 分 で あ る とは いえ,看 取
で き な い と思 わ れ る。
他 方,同 じ く中観 派 で あ って も,Bh穽avivekaは,次 項 で も述 べ る と こ ろで あ るが,世 俗 と
して,「 遍 計 所 執 性 の無 」 を 批 判 し,世 俗 有 を 主 張 す る。 ま た 「生 無 自性 ⊥ を勝 義 不 生 の 観 点
(10U)か ら論 破
し,「 依 他 起 性 の有」 に関 して も批 判 を 加 え て い る。 この 点 は,Kamala'silaと 相 違
す る。 ま たCandrakirtiは,Madhyamak穽atrzrciで,「 色 に執 着 す る人 々 に対 して,色 を斥
(11)
け る」 と い う意 図(abhipr窕a)を 有 した 『楞 伽経 』 の 唯 心説 は,未 了 義(ney穩tha)で あ る
(12)
と し,r楞 伽 経 』 の み な らず,r解 深 密 経 』 の三 性 説 も未 了義 で あ る と位 置付 けて い る。 さ ら
にr楞 伽 経』 の偈 「遍 計 され た もの の無 」 「依 他 起 な ものの 有」 の 意 味 につ いて も未 了 義 と判
(12)定 し
て い る。Candrakirtiに つ い て も,上 述 のKamalasilaの 三 性 ・三 無 性 の理 解 と は相 違 す
る こ とが 知 られ る。
この 三 性 ・三 無 性 を 巡 る論 議 の 中で,Kamala'silaに つ いて,も う一 点 注 目す べ き事 柄 は,
r解 深 密 経 』 を典 拠 ζ して 「一 切法 無 自性 」 の不 成 立 を追 及 して くる唯 識 派 に対 してKamala'
sila自 身 が, ,『解 深 密 経 』 を 典 拠 と して 自説 一 切法 無 自性,勝 義 不 生 の正 当 性 を証 明
す る点 で あ る。 この こ と は,彼 がr解 深 密経 』 を 了 義(nit穩tha)と 見 做 して い た傍証 に もな
ろ う。 す な わ ち,
(13…
この[相1無 自性 も,実 際 に は,同 じ依 他 起 性 に お いて確 立 され る。 そ の 【依 他 起 性]そ れ
自体 に,そ の[遍 計 され た]相 の もの と して,概 念 的 に結 び つ くもの(upalaksana)だ か ら
で あ る。 それ 故 に,一 切 法 は無 常 な ど と確 立 され た まま の勝 義 的 な相(laksana)と い う点
で 空 で あ る か ら,不 生 で あ る。 そ れ故 に,不 滅 で あ る。 そ れ故 に,本 来 寂 静 で あ る。 それ 故
に,自 性 般 浬 槃 で あ る。 す なわ ち,そ の 同 じ 『解 深 密経 』 に 「自相 とい う点 で 無 で あ る もの
は,不 生 で あ る。 不 生 で あ る もの は不 滅 で あ る。 不 滅 で あ る もの は本 来 寂 静 で あ る。 本 来 寂
く13a)静
で あ る もの は 自性 般 浬 槃 で あ る」 と説 か れ て い る。 ま た,従 って 「私 は,相 無 自性 を意 図
(10a)Kamalasilaの 理 解 に よ れば 「了義 経 とは,勝 義 の成 立 を 説 くもの で あ り,未 了義 経 とは,世 俗 の成
立 を 説 くもの」 で あ る。(M�1,P161b7-$,D149a7)
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(13b)
して,一 切 法 不 生 を 述 べ た」 と説 か れ て い る こ と も,字 面 ど お りの 意 味(yath穩ut穩tha)と
・・13)
して 思 惟(sa血kalpa)す る こ とを排 除 す るの で あ る。 … …
(14…
・そ れ 故
,[三 性 ・三 無 性 の]意 図(abhipr窕a)が,[『 解 深 密 経 』 に】 述 べ られて も,ま さ し
く了 義(nit穩tha)で あ る こ とに矛 盾 しな い。 ま さ し くそ れ 故 に,不 生 な どの教 説 が 了義 に
外 な らな い と証 明 す るた め に,ま た,知 覚 経 験 な どの 矛盾 を 斥 け る だ め に,字 面 ど お り
(yath穩uta)に 理 解 す る こ とを斥 け る た め に,そ の 同 じr解 深 密 経 』 に,「 パ ラマ ー7ル トノ・
サ ム ドガ タ よ,・さ らに,私 は,法 無 我 に よ って 説 示 され る勝 義 無 自性 を も,意 図 して(abh=
ipretya)一 切法 不 生(anutpanna)と 一 切法 不滅(aniruddha)本 来 寂 静(稘i's穗ta)自 性
(14a)…14)
般 涅槃(prakrtiparinirvτta)と 説 く」 と述 べ られ で い る。
つ ま りKamala'silaの 狙 い は,唯 識 派 が,字 義通 り(yath穩uta),世 尊 の 意 図(abhipr窕a)
に 三 性 ・三無 性 を説 く こと に あ る と解 釈 す る に対 し 「一 切法 無 自性,不 生,不 滅 」 こそ,そ の
本 来 の 意 図 で あ る こ とを い わん とす る と ころ に あ る。 これ は,K穃alasilaが 『解 深密 経 』 を 了
義 と解 す る背 景 と して,唯 識 派 とは異 な った,世 尊 の"意 図(abhipr窕a)"を 読 み取 って い た
こ とを 示 して い る。 一
II.遍 計 され た もの の 無,依 他 起 な も の の 有 を 巡 る 問題'一 ㌧ 、
次 の 『楞 伽 経 』 の偈 の 解 釈 を 巡 って,唯 識 派 とKamalasilaと の対 論 が展 開 され る。 これ を
通 じKamala'sila及 び他 の 中観 派 の 諸 論 師 の三 性 説 の 理 解 を検 討 す る。
(15…
[唯識 派 の反 論]
°C15a...
∫『楞燭 に〔1〕「嗣 された(kale't・淳 物は・無で醜)鮠 起(parat・nt「a冫 な⑩
は,有 で あ る。 増 益 と損 減 との極 端 を 分 別 す る入hは 滅 び る」 と説 か れ て い る ことを ど う理
解 した らい い の か。
[Kamala'silaの 答 論]
この 場 合 も・ 上述 した連 計 所 執 性(pa・ikalpita・vabh穽a)か を ・真 実 と して 増益 す る そ の増 益
(sam穩opa)を 否 定 す る た め に,「 遍 計 され た事物 は,無 で あ る」 と説 か れ て い る。 上 述 の
世 俗 の依 他 起 性'(parat瀟trasvabh穽a)の もの まで も否 定 す る。 そ れ 故 に 「依他 起 は,有 で
あ る」 と説 か れ て い る。 上 述 の[増 益 と損 減 とめ]両 極 端 を 分 別 す る人 は,中 道 に悟 入 しな
い。絶 壁 の 住 居 に住 す るが故 に,虚 偽'(k皦a)に 等 しいか ら,「 増 益 と損 減 との極 端 を分 別






n龝tivaihの ノ'・6励 αク 加 履 απ〃 α66α 嘱yα'6/sam穩oprxpav稘am砿 ひ珈 伽 π彦・:伽龝yati//
191//Candrak3rtiのPancaskandha-prakarana(PSP),P288b2卩3,D251b2-3に も 引 用 さ れ る 。
一50-一
Kamalaｧilaの 唯 識思 想 と修 道 論
(15b・・一
そ れ 故 に〔2〕 「あ らゆ る もの は,遍 計 され た 自性 と い う点 で,不 生 で あ る。 依 他 起 な もの に
…15b)(15c)
依 存 して,人 々 の分 別 が生 起 す る」 と述 べ られ る こと も,明 らか で あ る。 この こ とに よ って
も,上 述 の増 益 と損 減 の極 端 は否 定 され る。 とい うの は,勝 義 と して,依 他 起 の も の(para・
tantra)は,遍 計 され た もの(kalpita)の よ うに,不 生(anutp稘a)で あ る。 だか ら,「 遍
計 され た 自性 と い う点 で 不 生 で あ る」。 この こ とに よ って,増 益 の 極 端 は否 定 され る。 依他
起 な もの は,世 俗 と して,生 起 す る もの で あ る か ら,ま た,そ れ(依 他 起 な もの)に 依 存 し
て,創 作(nirm穗a)に よ って 形成 され た もの の よ うに,別 の分 別 が 生 じるか ら,従 って,
「依 他 起 な もの に依 存 して,人 々の分 別 が生 起 す る」 と言 わ れ る。 この こ と に よ って,損 減
の極 端 は否定 され る。世 俗 の生 起 を損 減 しな い故 に。 そ れ故 に,あ ち こち に,依 他起 性 は,
有 で あ る と説 か れ,諸 事 物 は生 起 す るな ど と説 か れて い る もの全 て は,凡 夫 達 が,恐 れ の根
本 を 捨 て 去 るた め に,世 俗 的 自性 と生 起 とに 関 して,止 ま られ て,配 慮 され て 説 か れ た もの
と理 解 しな けれ ば な らな いが[そ れ は]勝 義 と して[説 か れ たの]で は な い。 そ れ は,そ の
(15d…
同 じ経 典 の 中 で否 定 され るか ら。 次 の よ うに 『楞 伽 経 』 に,「 知 恵 に よ って 精 査 す る な らば,
依 他 起 な もの は な く,遍 計 され た もの もな い。 円 成 な もの も,存 在 す るの で は な い。 知 恵 に
…15d)(15e…
よ って,ど う して,分 別 され よ うか」 「自性 もな く,表 象 も な く,事 物 もな く,ア ー ラヤ識
・ 15eﾟ
もな い。 これ らは,愚 か で,死 骸 の如 き悪 き論 理 家 達 に よ って 分 別 され た もの で あ る」 と説
(15f)
か れ て い る。r正 法 集経 』 に も,「 善 男 子 よ,世 間 に住 す る もの は,生 と滅 に執 着 す る か ら,
彼 に対 して,大 悲 を具 え た如 来 は,世 間 の 人 々の 恐 れ の 根 本 を 断 じ るた め に,世 俗 に よ って
生 ず る,滅 す る と説 か れ るが,善 男 子 よ,こ の 世 に於 て,,い か な る もの も,生 起 す る こ とは
な い」 と説 か れ て い る。
(15g…
〔3〕r般 若 経 』 に も,「 尊 者 シ ャー リプ トラ よ,こ う い うわ け で,色 は 自性 とい う点 で空 で
あ る 。 自性 とい う点 で,空 で あ る もの に は,生 もな く,滅 もな い。 生 も滅 もな い もの は,別 な
(15b)同,X.・150
加 厂ゴ肋Z力 伽 漉5η α∂ゐ勿8π αsarvadharmdaj穗ak禀/paratantramsam龝ri彦 ツαvikalpobhra〃sate
πτ擁 〃3ノ
(15c)gsalbaと 読 む 。
(15d)LAS,II..198=X.374





善 男 子 。 為 愚 癡 凡 夫 著 生 滅 法 故 。 諸 仏 如 来 。 以 大 慈 悲 為 護 驚 怖 。 随 順 世 諦 作 如 是 説 諸 法 生 滅 。 而 一 切 諸 法
不 生 不 滅 。cf.SDNSIV.PP.52-53Note(122).
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..1Jg)
もの に変 化 す る もの と して 知 られ ない 。受 か ら識 に い た る まで も その 如 し」 と詳 述 さ され て
い る。 こ こで,遍 計 所 執 性 こそ が 自性 で あ る とい う こ とは不 合 理 で あ る。 そ れ は,根 拠 な く
して,自 性 か ら逸 脱 した もの に な るか ら,ま た,そ の よ うに,[遍 計 され た性質 の もの で あ
る]言 葉 の対 象(§ab葩rtha)は あ り得 な いか らで あ る。 が りに,・勝 義 と して,不 生 で あ る
「色」 な どに つ いて,凡 夫 た ちが,生 起 な どの本 性 を 自性 と して遍 計 して い る もの が,彼 ら
に よ って,そ の 自性 と し遍 計 され て い るの だ か ら,自 性 とい う言 葉 と して 述 べ られ る な ら,
…15)
そ の と き,望 ま しい[自 性 の 】 意 味 と矛 盾 しな い か ら誤 りは な い。
中観 派 の 主 張 す る 「一 切 法 無 自性 」 は 「経 典」 に 説 か れ て い る こ と と矛 盾 す る と反 論 者
この 場 合,唯 識派 で あ る が 問題 を提 起 す る中,い まみ た,〔1〕 と〔2〕のr楞 伽 経 』 の 偈 を
(16)
挙 げ 反 論 の 典 拠 と して い る。 唯 識 派 の,そ の 二 偈 に対 す る見 解 は以 下 の もの で あ る。
(17…
この こ とか ら 「依 他 起 性,.す な わ ち,縁 起 して い る もの(pratityasamutp稘a)1ま,勝 義 と
して 存 在 す るが,そ れ(依 他 起 性)に 関 して,遍 計 所 執 性 と い う点 で は 不生(anutp稘a)な
・ 17)
ど と説 か れ て い る」 と述 べ られ よ う。
この よ うに反 論 者 で あ る唯 識 派 が,依 他 起 性 を,勝 義 と して 存在 す る もの と解 釈 す る に 対
し,Kamalaｧilaは,世 俗 と して 生 起 す る もの と し,勝 義 と して は,遍 計 され た もの の よ う に,
不 生 で あ る との 理 解 を 示 す。 そ して偈 の 「依 他 起 は有 で あ る」 を,、世 俗 の生 起 を損 減 しな い た
め,「 遍 計 され た もの は無 」 を,真 実 と して有 を増 益 す る こ との否 定 の た め,と 解 説 して いた 。
(17a)
この理 解 の 仕 方 は,む しろ 唯 識派 自身 が示 す とこ ろで あ るn「 依 他 起 性 の 有」 を唯 識 派 は勝 義
と して 解 し,一 方,Kamalasilaは,世 俗 と して 位 置付 け る。 この 点 に両 者 の 見解 の 相違 を見
出 し得 る が,「 遍 計 所 執 性」 に つ い て の理 解 に相 違 は無 い よ うに思 わ れ る。
ノ
他 方,Jn穗agarbha,S穗taraksitaに つ い て は ど うで あ ろ うか 。1
Jn穗agarbhaはSDK,30
(18…
「従 って,こ の こ とに つ い て,そ の よ うな,ま さ し く遍 計 され た もの を 否定 す る こ とは 道理
に適 って い る。 遍 計 され て い な い もの[依 他 起 な もの]を 拒 斥 す る この こ とは,私 に と って
障 害 とな る だけ で あ る」'冖5凸 ㍉:煽
を 自注 す る 中で,先 の 〔1〕,〔2〕 のr楞 伽 経 』 の二 偈 及 び 〔3〕のr般 若 経 』 か らの 典拠 を挙 げ
「遍 計 所 執 性 の 無,依 他 起 性 の有 」 に つ い て,遍 計 され た もの を 拒 斥 す る ご と.依 他 起 な もの
の 世 俗 有::し て し～嘉 ま た §an面 ・ksit・は,勧Pα 瀰(SDP)'で,
、龝 訐 され 焔
の が 有 で あ る と 言 う な ら,増 益(sam穩opa)の 極 端 に 堕 す る 。 顕 現 す る ま.ま の も の(依 他 起 な
(16)M�1,P1565-6,'D145�1-z.;旨,、:'・:・ ・磁,ノ ・ ～ 、三・∵,
(17)、 同,P156b6'7,D145a2-s.
(17a)例 え ば,Sthiramatiは 『中辺 分 別 論 』Tik竄ﾅ ・「そ の場 合,虚 妄分 別(垂 依 他 起 性)に,〔 所 取能 取
の〕二が 存 在 しな い との見 解 か らジ増 益 は存 在せ ず,虚 妄 分別 と空 性 は存 在す る との 見 解 か ら損 減 はな い」
・と表 明 して い る6MUT ,pi415覗 ・.・ 、一.・ ・、・ ・」 い … 、',・ 、、h.
(18>「 §DV,12b2イ1"・ ・ 一∵"L:・ ・∴'・ 一 ・ …
(19)SDP,D46a1-3.
一52.一
Kamalasilaの 唯 識 思 想 と修 道 論
講3撫 であると言 うなら,皺(。pav稘。)の 醐 こ堕幽 とK。m。1。S11。と同様な理
解 を示 して い る。 この よ うに 〔1〕の 『楞 伽 経 』 の 偈 に対 す る理 解 及 び 〔2〕同 経 の偈,〔3〕 『般
若 経 』 の 引用 に つ い て もJn穗agarbha,,S穗tarak§ita,Kamala'silaの 間 に は,一 致 点 が見 られ
師資 相 承 の 痕跡 を辿 る こ とが 出来 る。
一 方 ・Bh穽avivekaやCandrakirtiは 「遍 計 され た もの の無,依 他 起 な もの の 有」 を ど う
解 釈 す るで あ ろ うか。
Bh穽avivekaが 唯 識 派 の 見解 を 論破 す る こと は ,周 知 され て い る と ころ で あ る(戮Kamala。
lilaを は じめ とす る瑜 伽 行 中観 派 との 唯 識説 理 解 に 関 して対 比 され る要 綱 を挙 げ
,中 観 派 内 に
あ って も,三 性 説,唯 心 を 巡 って 唯 識 説 の理 解 に相 違 の あ った こと を指 摘 した い
。、
Bh穽avivekaはPrajn穡radipa-m璉amadhyamika一 ηr彦'ぎ'〈PMV)第 二 十五 章 に於 て 「遍 計
所 執 性 の無 」 を巡 って 唯 識 派 と以 下 の よ うな論 議 を展 開 して い る。
(21…[
唯 識 派 の主 張]
色 と い う・ 意 言(manojalpa)と 名言(abhil穡a)の 遍 計 所 執 性 で あ る もの は,無 で ある 。
【Bh穽avivekaの 見 解 】
【そ の 主 張 に は】事 物 に 関 して 損 減 が あ る。 意 言 と名 言 に つ い て損 減 す る か ら・o
【唯 識 派 の主 張 】
[意 言 あ る い は名言 の]何 れ か に よ って(anyatam�)遍 計 され た そ の二 な る 対 象 は,無 で あ
る。 例 え ば,縄 の上 に,蛇 を[遍 計 す る亅 よ うに。
[Bh穽aviv駝aの 見 解],
遍 計 され た もの は・無 で は な い。 その 場合,形 状(稾穩a)が 以 て い るか ら,迷 乱 した知 に
よ っ て遍 計 され た対 象(縄 に関 して,誤 認 され た蛇)は,無 で は あ る に違 い な いが ,
[唯識 派 の 主 張】
世 俗 と して,と ぐろ を巻 く蛇 に つ い で蛇 は無 で あ る。
[Bh穽avivekaの 見 解]
[そ の 主 張 は]世 間 の 常 識(prasiddha)が,拒 斥 す るで あち ㍗ 。
ま た,「 依 他 起 性 の有 」 につ いて は
(22…【
唯 識 派 の主 張]
.依 他 起 性 は,世 俗 の 真 実(vyavah穩asatya)に 属 す る。"
[Bhavavivekaの 見 解]・ ・ 『'ド
それ は,[我hに と って も]考 え ど お りの ご とで あ って[わ ざ わ ざ]そ れ を 説 明 す る こ と は無
(19a)同,D46a5-6.
(20)山 口益r仏 教 に お け る無 と有 の対 論 』 殊 に 「瑜 伽 行 派 の三 性 説 に対 す る論 難 」p.461以 下,安 井広
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意 味 で ある。
[唯識 派 の 主張]
[依他 起 性 は]勝 義 に[属 す る]。 、.一
[Bh穽avivekaの 見 解] …22)
[そ れ は】縁 起 で は な い1こ とに な る]。 不 生 の章 で 述 べ た方 法 で,生 起 は 否定 され るか ら。
ノ
さ らに,Kamala§ila及 びJn穗agarbha,S穗taksitaが 解 説 して い た の と同 じ 〔2〕 『楞 伽
経 』 の偈 を挙 げ,以 下 の 理 解 を 示 して い る。
(23…
[楞伽】経 の 意 味 は,依 他 起 な もの に,名 称(n穃an)は 存在 しな いか ら1遍 計 され た もの は
無 で あ る】 ま た,依 他 起 な もの も,世 俗 と して,幻 と夢 の 如 き本 体 の も の と して の 有,す な
…23)
わ ち,照 ら し出す もの(prak�'sana)で あ る。
この よ う にBh穽avivekaは,遍 計 所 執 性 につ いて,無 な る場 合(縄 を蛇 と誤 認 す る場 合)
(24)
と,世 俗 的 に有 な る場 合(蛇 に於 け る蛇 の 認 識)と を 考 え て い る。 「依 他 起 性 の有 」 に 関 して
は,そ れ が,世 俗 と して述 べ られ る の な ら,中 観 派 の 見 解 と異 な らず 言 明 され る ま で もな く,
勝 義 と して,主 張 され るの な ら,縁 起 不 生 の 道 理 に反 す る と批 判 す る。 このBh穽avivekaの
ノ
理 解 は,上 述 したKamalasilaやJri穗agarbha,S穗taraksitaの 見 解 とは 以下 の点 に於 て異
な る もの で あ る。
Kamalaｧilaを は じめ とす る瑜 伽 行 中観 派 の 諸 論 師 は,世 俗 と して で は あ るが,そ れ ぞ れ,
増 益 と損減 の滅 に有効 な もの と して,唯 識 派 の見 解 の基 本 線 に沿 う理 解 を示 して い た。 一 方,
Bh穽avivekaは 先 述 の 如 く,二 諦 説 の観 点 か ら,世 俗 に於 て は,有 と無,二 様 の 存 在 の 仕 方 を
示 し,唯 識派 の述 べ る 「遍 計 所 執 性 の 無」 を批 判 して い た。 「依 他 起 性 の有 」 に関 して は,勝
義 と して は,縁 起 不 生 に矛 盾 す る し,世 俗 と して は,言 明 に値 しな い と,何 れ に して も首 肯 し
得 な い との見 解 を表 明 して い た。
他 方,Candrakirtiは,こ の 問題 に 関 して3Kamala'silaの よ う な理 解 の仕 方 を示 す の で は
な く,む しろ,Bh穽avivekaの よ うに,唯 識 派 の 見 解 を首 肯 しな い。
(25)
彼 はPrasannapadccXV章 に於 て,唯 識 派 の 主 張 遍 計 所 執 性 の無 に よ って,常 住 論 に
陥 る こと は な く,依 他 起 性 の有 に よ って,雑 染 と清 浄 の根 拠 が示 さ れ,断 滅 論 に陥 る こ と もな
い に対 して,
黔 され た もの が,存 在 して いな い カ・ら,ま た,依 他 起 な もの が存 在 して い るカ・ら,ま さ し
く,有 と無 の二 つ の 見 解 が 生 起 して い るか ら,ど う して,両 極 端 が捨 て去 られ よ うか 。 … …
そ の よ うに,中 観 派 の 見 解 だ けが,有 と無 の両 見 解 に陥 らな い もの で あ る。 唯 識 派 の 見 解
…26)
(vijn穗av稘idar'sana)な どの場 合 は,そ うで は な い,と 知 らな けれ ば な らな い ・
(23)同,D243b5-6.
(24)安 井広 済,前 掲 書,p,24314以 下,'p.24516一 凧





以 上 の よ う に,中 観 派 内 に あ って も,田Kamala'sila及 び"Jn穗agarbha,S穗taraksitaの 三 者
とBh穽aviveka,、Candrakirtiと は,唯 識 派 の言 明す 、る 「遍 計 所 執 性 の 無」 「依他 起 性 の有 」
、につ いて の 理 解 に相 違 の あ る こ とが知 られ た と思 わ れ る。
III.唯 心 を巡 る 問題
Kamalaｧila一 は,後 に詳 述 す るが,prajll�(慧)に よ る修 習 の うち,特 に 「観 」(vipaｧyan�)
の修 習 と して デ信 解 行 地 を 当 て,(1)煖 人 無 我(2)頂 法 無 我(3)忍 唯心 .(4)世 第 一
法一 所 取 ・能 取 の 形 象 を 離 れ た無 二 知,そ して(5)「止観 双 運 の道 」(sam穰havipasyan窕ugan-
addhav禀in)と して見 道 初 地 一 切法 無 自性,を 悟 って行 く過 程 に於 て,pudgala(人)と
dharma(法)の 観 察 を推 し進 め て 行 く。 そ れ は,観 察 と超 越 の 過 程 で あ り,(1)人 無 我 の 理 解 か ら
(2)法無 我 の 理 解 へ,さ らに(3)唯心 の 理解 へ と段 階 的 に 向上 して 行 くもの で あ る。 したが って,
彼 の 示 す(3)忍 唯心 の観 察 と超 越 の段 階 に あ って は 「す べ て の もの は,唯 心 で あ る。 な お か
(2靖
つ,外 界 の対 象 は,存 在 しな い。(cittam穰ramevaitatsarvarilnapunarb禀yo'rthovidyate)」
と了解 す る。 したが って,彼 の 「唯 心 の理 解 」 と は,外 界 の対 象 の 非 存在 を理 解 す る こ とで あ
る。 ま た,「 一 時 に,一 切 法 無 自性 を理 解 す る こ との 出 来 な い人 は,唯 心 に依 って,順 次 に,
(28)外 界
の対 象 は無 自性 で あ る と知 るの で あ る」 と述 べ る点 も合 わせ て,彼 は,修 習 の 階 梯 の 上
に,(1)人 無 我(2)法 無 我 さ らに(3)唯 心(4)無 二 知(5)一 切法 無 自性 の観 察 を位 置 付 け て い る こ と
が 知 られ る。
一 方
,Candrakirtiも,prajil�(慧)に よる法 の吟 味観 察(pravicaya)を 述 べ るに,人 無
我,法 無 我 の考 察 を 論 じて い る。 彼 の場 合 は,人(pudgala)は,「 家 の 如 く自性 と して は空 で
(29)あ
るが,縁 起 と して は 無 で は な い」 との理 解 に立 ち,「 世 俗 の み(samvrti-rn穰ra)と して 存在
(29)
す る」 とす る し,法(dharma)に つ いて は,有 色(r皂in)に 大 種 と大 種 所 造,無 色(ar皂in)
に有 為 と無 為 の あ る こ とを述 べ,そ れ らが,た だ仮 説 の み(prajnaptim穰ra)ど して存 在 す る
(30)
こ とを述 べ て い る。 ま た 「唯 心 」 の 理 解 につ いて も,彼 の場 合 は,外 界 の否 定 で は な く,行 為
(31)
者(karte)の 否 定 の意 味 に解 す る もの で あ る。 ま た,世 俗 に お いて は,原 子 の 実 在 性 を 否定
す る も ので は な く,「 識 」 が 世 俗 的 な もの で あ る と同様,原 子 も世 俗 的 な存在 と して 承 認 す る
(32)
、とい う もの で あ る。Kamala'silaが(1)人 無 我 →(2)法 無 我 →(3)唯 心(外 界 の 非 存在)と 段 階 的 に
(27)Bhkl,p.5202z-23.
(28)後 出のM�1の 翻 訳 部 分[A],本 文P.15.
(29)PSP,P284b4-285a1,D248bz=s.山 口益 ・ 「月 称 造 五 薀論 にお けを慧 の心 所 の 解釈 」r山 口 益 仏教 学
文 集 下 』p.449.瓜 生 津隆 真 「中観 仏 教 にお け る ボサ ツ道 の展 開 一 チ ャン ドラキ ー ル デ ィの 中観 学説 の
一 視 点一(鈴 木 学 術 財 団
,研 究 年報,1964,所 収)p.76注65左ll13-18
(30)PSP,P286a3-b8,D249b3-250a6.山 口益 ・前 掲 書PP・ 厂451-452・ 瓜生 津 隆 真 ・ 同P・75 ,注65左126一
右14.
(31)MDA,chV1,K87～90.cfPart皿,P.5.,
(32)Candrakirti:Bodhisattva-yog瀋灑a-catuhsatakatik潺,Vol.18,154b4-6.山 口益,前 掲 書PP・
38418-3851.
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法 の 観 察 の向 上 を 示 して い たの'とは違 い,Candrakirtiめ 場 合 は,世 俗 と して は 乍識」 とf外
界 」の 並 存 を 許 す もの で あ る。Kamala'sitaに つ いて も(3)唯心 の理 解 の段 階 は,・世 俗 の段 階 で
の こ とで あ る。 なぜ な ら,さ らに進 ん だ(4)所取 ・能 取 の 形 象 を 離 れ た無 二 知 が 顕 わ れ る段 階 が
「世 第 一 法 」 に配 当 され て い るか らで あ る。
Candrakirtiは,世 俗 と して はr識 」 と 「外 界 」 の並 存 を許 す,と 述 瀬 ・だが 許 どの こ・左癒,
彼 の 唯識 説 の取 り扱 い の仕 方 か らも知 られ る。 彼 は 「識1な どの説(viJn穗稘iv稘a)は,未
了 義`(ney穩tl�)と して説 か れ た もの と位 置 付 け,そ の 意 味 で は,正 量 部(s穃iti�a)の プ ド
〈33)
ガ ラ説(pudgalav記a>め よ うな も ので あ る。 とす る。 した が らで,彼 は唯 識 説 を,・.Kamaiasila
の よ う・に 「』 切 法 無 自性」 を理 解 す る た め の格 別 な もの と しで 扱 う こ とな く,プ ドガ ラ説 と同
様 に,勝 義 を観 察 す る こ と(param穩thadarｧana)・ の 方 便(up��a)と 見 て い た よ うで あ る。
(34)
た だ 「心 」 が主 な る もの(prabhu;gtsobo),と は述 べ るがKainala'silaの よ う に修 習 の 上 に
重 要 な位 置 を与 え る もの で は な い。 この 唯識 説 の取 り扱 い を巡 って は,"Candrakirtiの 場 合
と,ほ ほ伺 様 な こ とが,Bh穽avivekaに つ い て も言 い得 る。Bh穽avivekaは,壷 な どの 集 積
(35)
した(sa・rilc.ita)原 子 は,知 識 の形 象 の原 因 と して,・認 め,「 唯心 」 に つ い て も 「外 界 の対 象 の
(36)
否 定 の た め で は な く,作 者(kartr)と 受 者 くbhoktr)の 否 定 の た めで あ る」 とす るっ・さ らに,
彼 は,外 界 の対 象 の無 我 を修 習 し,順 次 に,識 の 無 我を 観 察 す る修 習 の 次第 を良 し とはせ ず,'
(37)
一 時 に ,識 と対 象 の無 我 を修 習 す る こ とにつ いて 羨 ん で は なち な い と述 べ る。 これ は,唯 識 派
の見 解 と相 違 す る こ とは無 論,Kamala'silaが(1)人 無 我(2)法 無 我(3)唯 心(4)無 二 知(5)一 切 法
無 我(6)無 功 用(an稈hoga)に よ る無 二 知 の無 我 の直 観,ど い う修 習 の過 程 の 上 に'「唯 心」 の
観 察 ど超 越 を位 置 付 け るの と も異 なる ♂ この よ うに,中 観 派 内 に あ って も 「唯 心 」 説 の 取 り扱
い を 巡 って理 解 が異 な る。 したが って 「一 切法 無 自性 」 を修 習 す る上 で の 「唯 心 」 説 の位 置 付
け も相違 す る。,.
以 下,M�1に 見 出 され るKamalaｧilaの 「唯 心 」理 解 を検 討 す る。
唯 識 派 はr楞 伽経 』 『華 厳 経 』 よ り唯 心 ・(cittain穰ra)の 典 拠 を示 し;`中 観 派 の主 張 す る 厂一
切 法 無 自性 」ビは聖 教 と矛盾 し,成 立 し得 な い と反 論 す る。
(38…[
反 論 】 ・ ・"し ・ …
(38a




(35)Bhav.ya:MHVTD・Vo1・3,209a7ア210a1・ ・.山 口 益 ・r仏教 に お け る無 と 有 の 対 論 』:pp..413-419・ 梶
山 雄 一 「中 観 思 想 の 歴 史 と客 献 」(講 座 ・木 果 仏 教7一 中 観 畢 想 所 収)PP・.40-41.
(3象調 隰 瑠 野k28趣 鄰 払鞭 ける無と有嚇 』p;213.,・PMV,,D245b4.PartTI
(37)PMV,D247az-a.
(38)M�1,P170bL171a6,D156b4-157a乳 ト ・・1"/馬'∵'ドL!「'∫ ∫∴
・(38a) .LAs,Xし 尸153cd二155ab・ ・'へ,・ ・L・'∴『 鳥;一 ＼ ∴1、,ρ1「 ・ い ヤ
う励 ツ伽 彦加4α プ6砌 α励 伽'乃 ツδ 煎 ∫彦づα7彦肋 物`漉 σ〃36りα 鵺 〃yukty穽ipasyamrxn穗穃gr禀agrcchyam
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誤 りで あ る。 論 理 に よ って観 察 して い る人 々 に と って,所 取 能 取 は断 ぜ られ る。汎 夫 が 考 え
る よ うに は,外 界 の 対 象 は存在 しな いb潜 在 印象(v龝an�)に よ って 混 乱 した心 が,対 象 の
・・38a)
顕 現 を起 こす」 と説 か れ,ま た,他 の経 典 に も 「あ あ,勝 者 の 息子 達 よ,こ の三界 は唯 心 で
(38b)(38c…あ
る」 と説 かれ て い る こ と を,ま た,ど う理 解 した ら いい の か。 同様 に 『解 深 密 経 』 と 『密
厳 経 』 な ど にf一 切 法 は,唯 心 を 体 とす る」 と説 か れ て い るか ら,心 だ け が勝 義 と七 て実 在
す る が,・そ れ以 外 の も の は実 在 しな い と い う こ とが成 立 す るで あろ う。 そ れ故 に,一 切法 無
…38c)
自性 は成 立 しな い で あ ろ う。
[答論]・
そ れ も典拠 と してふ さ わ し くな い。 心 が,実 在 す る と説 か れ る よ うに,色 もあ ち こち の経 典
に,多 様 な あ り方 で,実 在 す る と説 か れ て い る。 そ れ 故 に,そ の(色)も,ど う して勝 義 と
して 実在 す る と理 解 しな い の か。
[反論]P諂
[外界 の]対 象 は,確 実 な認 識(pram穗a)に よ って拒 斥 され る か ら},ま た他 の経 典 に も,
否定 され て い るか ら,勝 義 と して 実 在 す る と確 定 され な い。人 無我 の み に導 く こ と の 意 図
(avat穩an稈hisandhi)に よ って,そ の よ うな考 え の所 化 の有 情 を 考 慮 して(apeksya)そ れ
(外 界 の対 象)は 説 か れ て い る にす ぎな㌔い。
[答 論],
[Alも しそ うな ら,心 も後 に出 て ぐ るプ ラ々 一 ナ に よ って 拒 斥 され るか ら,ま た そ の(心)
は,別 の経 典 で も,無 自性 で あ る と説 かれ て い るか ら,勝 義 と理 解 せ ず に,そ の 唯心 は,順
次 に 勝 義 の 学説 の大 海 に包 括 さ れ る,そ の 為 に説 か れ る にす ぎな い と理 解 せ よ。 と い う の
は,一 度 に一 切法 無 自性 を理 解 で きな い人 は,ま ず(2)唯 心 に依 存 しで 順 次 に外 界 の対 象 は
無 自性 で あ る こ とを理 解 す る。 ま さ し くそれ 故 に 「論 理 に よ って観 察 して い る人 々 に と っ
て,所 取 能取 は断 ぜ られ る」 と説 か れ る。 その 後,(3)順 次 に,心 の 自性 を吟 味 す るな ら,(4)
その 線 抽 無我であると囎 して・(5)16)深遠な学説に入るであろう・次の翻 ・世尊によ
って 「(2)唯心に依存して,外 界の対象を分別 してはならない。(3)真理を認識対象として,唯
nirudhyate/b禀yonavidyateIzyarthoyath稈稷airvika/ﾟyate//`vdsanairluditaancittam
arth稈h龝amか α伽 厂彡α彦θ/ ノ
(38b)『 華 厳 経 』 「離 世 問 品 」,P,Vol.26.Si179b8kyergyalba'israsg彡anyanbyanchubsems
dpa?akhamsgsuInthamscadsemstsamdu'jugste/T.Vol.10 .p.288c5-6菩 薩 摩 訶 薩 。知 三 界 唯 心 。
cfBhkI,p.527s-io
uktamc穩yalokottaraparivartep,unarajiarambhoガ πα加'7α6漉 α粥 躍彦ramtraidh穰ukayi2avata-
ratti
(38c)同 一 の 反 論 がp皞vapaksaに も見 出 さ れ る 。M�1,P157a'-bl, ,D14,5bz-3..MAPに も 同 主 旨 の 事 柄
を 見 出 し得 る 。Part皿,p.412-16
(38e)LAS,x.256,257,258.".;'
(2)・ 伽 翩rams・mizruhy・ う励 ツ・伽 ・伽 伽akalpci,�etズ
(3)tathat稷ambanesthitv磴ittam穰ramatikramet//256//
(4)cittti〃Zδ 〃 α勉穰ikramyanir稈h'龝舂穰ikrarnet/b・',L「 ほ
(5)nir稈h龝asthitoご ソogi〃zα 乃δツδηα娩na♪ α6,α`θ ・//'257//・ ＼ ・一 ・.:
(6)andbhogagatih-s穗t穡r穗idh穗airvisodhit�/
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•S ‚à ’´ ‰z‚· ‚× ‚µ •B(4)—B•S ‚ð ‰z‚¦ ‚Ä –³ Œ°Œ»‚ð ‰z‚¦ ‚é ‚× ‚µ •B(5)–³ Œ°Œ»‚É •Z ‚µ ‚Ä ‚¢ ‚é ƒˆ •[ ƒK•s ŽÒ•E
”Þ ‚Í ‘å •æ ‚ð Œ©‚é.•B(6)—• ‰ð‚· ‚é ‚É “w—Í‚ð —v‚¶ ‚È ‚¢(anâbhoga)•ó ‹µ ‚Í,Žâ •Ã ‚Å ‚ ‚è •E •¾ Šè…38eﾟ
(pranidh穗a)に よ って清 め られて いて,無 我 で あ る最 高 の知 を無 顕 現 に お い て 見 な い・」
と説 か れて い る。 ㌦
(38f…
[Bl実 際,他 の人 々 は[次 の よ う に言 って い る]唯 心 は,自 ら成 立 す る本 性 の もの で あ る か
ジ ら,世 俗 と して ま さ し く確 定 す るの で あ る(sthitatva)が,外 界 の対 象 は,世 俗 と して も確
…38f)
定 しな い。心 の形 象 とは別 に,そ れ(外 界 の 対象)は 成 立 しな い か ら。 そ れ故 に,そ の こと
を 説 くた め に,世 尊 は諸 事 物 は心 の み で あ る と述 べ られ るが,そ の(唯 心)が,勝 義 と じて
…38)
実 在 す る とは述 べ て お られ な い。
以 上 の 内容 か らKamala'silaの 「唯心 」 理 解 と して知 られ る こと は[A]か らは,「 唯 心 」
を 勝 義 と して で は な く,勝 義 の 大 海 へ 順 次,到 って 行 く過 程 の上 で理 解 して い る こ と・ そ し
て,さ らに そ の こ とはr楞 伽 経 』X-256～258,三 偈 に対 す るKamala'sila自 身 の解 釈 に 明瞭 に
示 され て い る。 この 『楞 伽 経 』 の 三偈 の 解釈 は,Kamalasilaが,哲 学 と修 習 の一 致 を端 的 に
(39)
述 べ る もの と して,し ば しば,注 目 され て き た。 そ して,そ れ が,段 階 的 に1)外 界 実 在 論,
jn穗aman穰makari2sresthamnir稈h龝enajiasyati//258//
(5)のnapasyateとM�1の チベ ッ ト文 とは否 定 辞 の有 無 につ い て相 違 す るが,本 文 の 訳 は チ ベ ッ ト訳 に
従 っ た。 な おBhkI(P.52012)で はsapasyatiで あ る。 ま た(6)nir稈h龝enapasyatiはM�1・ チ ベ
ッ ト訳 に一 致 す るが,Bhkl(e。5201)で はnir稈h龝enapasyatiで あ る。 そ の部 分 のBhkl(P・5281-4)
の 解 説 に よれ ば"厂 無 顕 現 に よ って,最 点 の 知(無 二 知)を 無 我 で あ る と見 る」 従 って,無 二論 者(Tib訳
で は,nangisesbyasmrabarnams)に と って 勝 義 と して考 え られ て い る無 二 を 特 徴 とす る・ 最 高 の
知 さえ も,無 我 で あ り,無 自性 で あ る と,ヨ ー ガ行 者 は,無 二 の顕 現 しな い 知 に よ って見 る"と あ る こ と
(BhkI.D,Vol.15,No,3915,36b5-6も 同 様 で あ る)か ら本 文(6)に つ い て も,nir稈h龝enapasyatiと
読 む方 が適 す るか も知 れ な い が,本 文 の 訳 はM�1チ ベ ッ ト文 に従 っ た もの で あ る。
な お ま たK穃alasilaは,(3)唯 心 の観 察 と超 越 の段 階 及 び(4)無 二 知 の観 察 と超 越 の 段 階 と(6)無 二 知 の
無 我 を直 観 す る段 階を 各 々真 実(tattva)へ の悟 入,最 高 の真実(paralnatattva)へ の 悟入 と い う観 点 か
ら次 の よ うに明 確 に区 分 して い る 。
そ の(6)無 二 知 の 無我 に悟入 す る ことか ら,最 高 の 真実 に入 るの で あ る。 一 方,(3)唯 識(vcjnaptim穰-
rat�)に 悟 入 す る こと こそが,真 実 に悟 入 す る こ とで はな い。 … …(4)無 二 知 に悟 入 す る こ と こそが,真 実
へ の 悟入 で あ る"(BhkI.p.527s-i4)
(38f)cf,注(43)(44)及 ぶBhkI.P5289-18(以 下 に訳 出 して お く)
と ころで,そ の場 合,こ の ヨー ガ行 者 が,観 察 して い て,見 出 され る もの とは何 で あ る のか 。 勝 義 と し
て は,〔 心 か ら〕 独 立 して い る ア ー トマ ンな どは,何 も存在 しな い。 ま た いか な る ヨー ガ行者 も観 察 しな
い 。 しか しな が ら,世 俗 と して,色 な どの対 象 の 形 象 を有 した 知 の生 起 のみ に よ って,知 織(vijn穗a)だ
け は,世 間 で,活 動 す るが まま に,そ の如 くに,デ ー ヴ ァダ ッタ は,ヤ ー ジsナ ダ ッタを 知(jn穗a)に よ
って 観 察 す る。一 方,い か な る アー トマ ンな ども存 在 しな い 。同 様 に,こ の場 合 も,無 二 知 の 顕現 しな い
知(jn穗amev濺vayajn瀟anir瀉h灣am)を 生 起 して い る人 は,表 わ されて い る通 りに,無 顕現 の知 に
よ って 観 察 す る。な ぜ な ら,一 ・切 法 は,勝 義 と して は,無 自性 で はあ って も,世 俗 と して は,ヨ ー ガ行 者
の知(yogij酷na)も,凡 夫 の知(prthagjn穗a)も 承 認 され な い ことは な い 。
(39)梶 山 雄一 「シ ャー ンタ ラク シ タの 批判 哲 学 」(玉 城 康 四 郎 編 『仏 教 の比 較 思想 論 的研 究 』 所収)pp.
417-422.Mah艙舅aBuddhistMeditation:Theoryand,Practice,ed.byMinoruKiyota."Later
M濺hyamikasonEpistemologyandMeditation"writtenbyYuichiKajiyama,pp..13619-14030,
郷 正 道rV.瑜 伽 行 中観 派 」(『講座 ・大 乗 仏 教7一 中観 思 想 』所 収)P・203及 び注(48)・cf第 二 部 ・注(211)・
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2)唯 心(有 相 唯 識),3)無 二 知(無 相 唯 識),4)中 観 の真 理 へ と到 る四段 階 か らな る超 越 と
向 上 の過 程 を示 す もの との 理 解 もな され て い た 。2),3)が 各 々,唯 識 派 内 の異 な っ た見 解 と
く40)
して の,有 相 唯 識 派 の 見 解,無 相 唯識 派 の見 解 を指 す か ど うか は別 と して,筆 者 も,基 本 的 に
は,そ の理 解 と異 な る もの で は な い。 た だ筆 者 の理 解 と して,さ らに示 した い 事柄 は,以 下 の
二 点 で あ る。
*Kamala'silaの 修 道 論 の体 系 の要 とな る六 段 階 と して 理 解 され る こ と。
**そ れ らが,各 々,修 道 論 の 階位 で あ るr信 解 行 地 」 「見 道 」 「修 道 」 に対 応 す る こ と。
つ ま り,こ のKamala'silaの 唯 心 説 理 解 は,BhkI,1【,皿,全 体 の骨 子 を形 成 して い る,
師 の哲 学 と修 道 論 の 体 系 の上 か ら,(1)入 無 我(2)法 無我(3)唯 心(4)無 二 知(5)一 切法 無 自性 の直
観(6)無 功 用(an稈hoga)に よ る無 二 知 の無 我 の直 観,の 観 察 と超 越 を表 わ して い る もの と理
解 され る。 そ して(1)～(4)が 「観(vipasyan�)」 の 修 習 の段 階 で あ る 「信 解 行 地 」 の(1)煖(2)頂
(3)忍(4)世 第 一一法 位 に,(5)が 「止 観 双 運(samathavipasyan窕uganaddhav禀in)」 の 道,見 道 初
(41)
地 に,(6)修 道,取 り分 け,第 八 地,不 動 地 に対 応 す る。 た だ,先 のr楞 伽 経 』 の 三 偈 自 体 に
は,(2)～(6)の 五 段 階 が 示 され(1)に つ い て直 接 言 明 さ れて い な いだ け の こ とで あ る。 そ こで は(1)
人 無 我 の超 越 の 後,(2)法 無 我 の観 察 か ら言 及 され て い る。
[B]に 表 明 され て い る見 解 こ そが,瑜 伽 行 中観 派 の 唯心 説 に対 す る理 解 を端 的 に示 す もので
(42)
あ る こ と に 関 して は,か つ て 述 べ た 。 さ らに,そ の 典拠 を示 す な らば,
ノ
Kamalasilaは,S穗taraksitaのMAK80を 解 説 す る中 で,次 の よ うに述 べ る。
(43…
知 識(vijn舅a)の 本 体 で あ る内 的 な事 物 は,勝 義 と して は,否 定 され て い る けれ ど も,そ れ
(40)な ぜ な ら,例 え ば,信 解行 地 の四 種 の順 決 択 分,(1)煖(2)頂(3)忍(4)世 第 一 法 位 の うち,(3)忍 位 に於 て,
唯心 を観 察 し所 取 の 形 象(gr禀y稾穩a)を 離 れ,(4)世 第 一法 位 に於 て,所 取 能 取 の形 象(gr禀yagr禀a-
k稾穩a)を 離 れ た 無二 知 を 観 察 し,そ の 後,見 道 に於 て,法 界 を 直観 す る,観 察 と超 越 の次 第 は,r大 乗
く40-1)
荘 厳 経 論 』 第 六 章,「 真 実 品 」等 に も見 出 され る よ うに,そ の修 習 の 次第 は,唯 識 派 自体 が,伝 統 的 に修
道 論 と して,Maitreya,Vasubandu,SthitamatiとKamalaｧilaに 先 立 って,す で に形 成 され て い た も
の で 弟 るか ら,こ の 「観 」 の修 習 と して の(3)唯 心(4)無 二 知 の観 察 と超 越 が,各 々,(3)有 相 唯 識 派,(4)無 相
識 派 の見 解 を観 察,超 越 す る次 第 と して解 して い い もの か,否 か,吟 味 を 要 す る と思 われ るか らで あ る。
(40-1)早 島 理rM読 勿 励 α5蹴プδZα漉肋7α に お け る菩 薩 行 の 構造 一 第VI章tattvaを 中心 と して ～
『印度 学 仏 教 学 研究 』XXI-2,p.82.
(41)そ の 理 由 は,無 功 用(an稈hoga)の 達 成 及 び誓 願(pranidh穗a)の 揺 ぎな さ は,以 下 に知 られ るよ
うに第 八 地 に於 て で あ る。
BhkI,p537s‐is_
"ま た
,こ の 〔第 七 〕 地 は,努 力 を 要 さぬ 自然 の道(an稈hogamarga)と 接 触 す る故,極 め て遠 くへ 行 く
か ら遠 行 〔地 〕 で あ る。彼 は,無 間,無 相(animitta)に 住 す る者 とな る。 努 力 を要 しな い 無相 に住 す る
こ と とを 達 成 し得 な い 間 は,第 七地 で あ る。 そ の部 分 の完成 が可 能 で あ ると き,第 八 地 が確 定 され る。 ま
た,こ め 地 で,無 功 用 に よ って,善 な る部 類 と結 合 す るか ら願(pranidh瀟a)ハ ラ ミツが,こ の上 無 い
も の とな る。 無相,無 功 用 に して 動 じな い か ら,こ の 〔地 〕 は不 動 といわ れ る。彼 は,ま た,無 功用,無
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は,世 俗 と して は,照 明 す る本 体 の もの と して,・自 ら[外 界 の 事物 に 依 存 す る こ とな く自 己
認 識 と して]成 立 して い るか らで あ る。戸 方,外 界 の事 物 は,無 感 覚(jada)な もの で あ る
か ら,自 ら成 立 す る こ とも な い し,知 識 に よっ て把 え られ得 な い か ら,他 に よ って も成 立 し
…43)
な い。
ま た,MAK92の 解 説 で,
(44)
「唯 心 は,世 俗 と して述 べ られ る 。」
と言 明 して い る。 この よう に,Kamalasilaが,唯 心説 を,世 俗 と して 承 認 す る こ とが 知 ら
れ るが,そ れ は,ま た唯 心 及 び無 二 知 の観 察 が,各 々,忍 位,世 第 〒 法 位 に配 さ れ る点 か らも
一 層 確 認 され る と思 わ れ る。
IV.対 論者が唯識派であることを示す若干の典拠
『解深密経』 『楞伽経』等に依拠 して,「 三性 ・三無性」 「遍計されたものの無 依他起な
ものの有」 「唯心」説の正当性を主張 し,中 観派の 「一切法無自性」、の見解の不合理性を指摘
する対論者 とは唯識派であろうとの想定は出来 る。 しかし,そ の各々の反論の典拠を唯識派の
『論』の上に跡付けない限 り,そ れは想定の域を出ないことも事実である。従 って,こ こに上
記の問題を巡 っての対論者は,唯 識派であるとの根拠を唯識派のr論 』の中に求める必要があ
る。 しかし,筆 者は,唯 識派のr論 』に十二分に通じる者ではない故,全 体にわたって,そ の
ことをなし得る備えを持つものではない。以下に扱 う 『論』も一般に知 られているものに限 ら
れるが,以 上見てきた唯識説を巡 る対論者の主張が,唯 識派の 『論』の中に見出される点のみ
を二,三 提出する。
1)対 論者がr解 深密経』に 「世尊は,三 性 ・三無性を意図 して・(abhypretya)一 切法無自
性を説かれた」のであるから,中 観派の 「不生 こそ了義であり勝義である」 とする見解には首
(45)
肯出来なし離 胤 ていた・これはM�1,SDNSに も貼 鸛 るが弾 れと全 く逆ρ 状況 ・
す なわ ち,「 依 他 起 な もの が,有 で あ る な ら,ど う して,経 典 に,一 切 法無 自性.不 生,'不 滅
と説かれているの留 雄 識派が反論綬 け∴三性.三 無讎 を以って答弁 しているものが,
『唯 識 三 十 論 』 第 二 十 三 偈 及 びSthiramatiの 『注 』 に見 られ る。
(46…(46a)
も し,依 他 起 な(paratantra)も の が,実 体 に外 な らな い な ら,・ど う して,経 典 ご,一 切 法
(44)同,P138b2,D129b2.
(45)M�1,P・62・s_bl,D・49bs_7.・f注(・)⑩ISDN雛 関Lzは ・ 淳(・)
(46)(47)TrsBh,P412-5.
鑛 ⑳ 鰡 曜 ゆ ・卿 鰰 調 一 伽 解ゴ脚 跏 一 卿 ・卿dh�
itinirdiｧツ・漉/n龝tivirodhahy・ 鷓 μ 鸚 ・5ツ・svabh穽asy・ 彦剛 跏 伽ihsvabh穽at穩i2/
samdh窕asarvadarm穗穃desit穗ihsvabh穽at�//23//




は,鮪 甑 不生,不 滅であ祉 鋤 れて、いるづ繍 我雛 謙 の説と:聖教とに]穿顧 存
在 し な い 。 ぐ の わ け は,『 、_順 津:一 『.㌧ ㌔ 一,∴ 「ボ/∴ ご ・1,.∴rl .∴ ∵
三種の自性に対 レて,三 勸 鮨 性臆 図 して(・amdh窕。),一 切法の網 性が説か濃
//23//∴ ・.∫ ・ ・ ∴ ・、 ….・;・ ＼ .,・ 、・:..蹟 、
2)M�1の 前 主 張(p皞vapaksa)・ で,対 論 者 がr楞 痂 経 』 の 二 偈 の ・「遍 計 され た も の の 無
,
くぬ りり
依 他 起 な もの ρ有 」 等 を典 拠 と して,「 依 他 起 性.す な わ ち,・縁起 レで い るも の(pratityasa-
mutp稘a)は,勝 義 と して 存在 す るが,そ れ(依 他 起 性)に 関 して ,遍 計 所 執 性(parikalpita-
・vabh穽a)と い う点 で は,不 生 な.どと説 か れ て し瑠 と主張 す る 画 ま洞 じ くSthi,am。,i
の
(r三 十 頌49… 』 釈 に ・・'1・ 一 … ・一 ㌦ …,._
ま た,..以 下 爾 よ う に,・ あ ら ゆ ぐ 認 識 の 対 象(vijneya)は,遍 計 され た 性 質 の も の
,(parikal-
pitasvabh穽atva),で あ る か ら・ 事 実 と し て は(vastutas)存 在 し な しこ。
、し か ・し なが ら,識 は,
嗣 生 起 の もの 驚at'tyasa蝋p・nnatva)で あ るか ら・ 黙 と して・ 存在 す る・・と罰 ら
れ な け れ ば な らな い。 ・,
と あ る もの や他 に 『中辺 分 別 論』 相 品y(1)廱 寮 分 別 第 ↑偈 に 関 してSthiramatiは ,中 観 派
と思 え る対 論 者 ζの論 議 を通 じて ・ 虚 妄 分 別(abh皦aparikalpa) ,すな わ ち,依 他 起,(餌;鱒n・
tra)な も の の 有 の 相,と 無 の 相 を 解 説 して い る 。
くらぴけの のロ に
あ る者 達 が,一 切 法 は,あ らゆ る点 で,無 自性 で あ る。 兎 の 角 の よ うに。 と論 難 す る か ら,
それ 故,あ らゆ る損 減 を捨 て 去 るた め だ,「 虚 妄 分別 は有 る」 と言 う。 … … 「そ こ(虚 妄 分
別)に ・二[所 取 ・能 取 の 自性]は 存 在 しな い」 なぜ な ら・ 所 取 能 取 の 自性 を 欠 いて い る虚
妄分別腔 であると言われるが・あらゆる点で・鮪 性なのでほない・御 て ∫一雖 は空
で あ る と説 く1経 との 矛盾 は な い。 も し,そ の よ うに,二 が,兎 の 角 の よ うに, .あ らゆ る点
、徳 在せず・款 テ倣 う罅 妄分別力・勝 義 として・本納 に嘩%な ら・罕齢 ・非
存在 となっ1ζしまう。それは,そ うとはいえ坂い。そのわけは,「 一方,埀 性は,こ こ .(虚
妄分別)に 磁 ず箔1'卩 1殉
この・虚妄分別の二相性をKamalasilaは 唯識派ゐ中観派批判への切 り札 と見たので.あろう。
(48)注(17)
(49)TrsBh,p16�5‐is一 噛∵、一.一 ・1・ ・ 〆:-
evamcasarvari2vij.neyamp灑ikalpitasvabh穽atvddvastuto・ 〃"幼 ・彦・'痂 … 吻 ・励 ρ痂 ・
'ツα5〃zutpannatv稘drawッ α'・'SLZtツabhyupeッ 翻 ゾ ・旨 一"既 ∴-P♂ ご 恋 ・へ・
(50)MVT.,pp109-111.二:・ ・ 、ジ ㌧ ・
・々 ・伽 伽 励 砌 伽 α广"励 翩 勿 ・5・・搬 彦ん4・ 瑯"・ 痂 吻 梅 鰄 鉚 伽 弗 艶 伽 彡 ・伽 伽 嵶 ψ ・.
atisedh穩tham禀aabh皦aparikalpo'St2'、 ・・ 、气 ・,、.㌧' .1-.,・ 一.
2t2/… … …:ご:、 く,,
dv炸cimtcitr瀟ovidydte/abh皦瀾arikalpahigr濾y瀏r禀akasv灑皂ar濾itahs甁ya・ucyate
natusarvatla穗ihsvabvizvah/atonas皦ravirodhah/yadyevarixdv��amsaｧcivis穗civat
sarvath穗龝tiabh皦aparikalpaｧcaparam穩thatahsvabh穽ato'Styevam動 πツ祕 が6ん 勧 αρ7α5励 ・
gah/naitadevamyasmrxc豌 巍 ッ鋤4vidy舩etvatraノ.・':・ ・∵ ・1▽ 一 一 國1,'、
cf.注(17a).、 ♂ ∴:.、,,:∴ 、_、..,.. .、 ∴,、,.!
一 吃61一
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3)1対 論者がr中 辺分別論』やr唯 識三十頌釈』で,「豊婁分別は,三 界の心 ・心所でぎ劉
と規 定 す る限 り,虚 妄分 別(=依 他 起 性)は 虚 妄 な(abh皦a)所 取 能 取 の 形 象 を有 して顕 現 す
るわ けで あ るか ち,そ れ は 顛倒 した も の(vipar�龝a)で あ り,そ の 虚偽 な(alika)本 性(所
取 能 取 の形 象)と 同 一 な もの(t稘穰mya)と して あ る虚 妄 分別 が,ど う して,真 実 な有 とい え
・帥51)(52…
ようか,とKamala§ilaは 批判 している。 これは,2)と 同様,唯 識派が 『中辺分別論』に 「有
であるか らといつのは虚妄分別に対 してである」有為は虚妄分別を本体 とする点で空 で は な
いOと いう有なる相と 厂無であるか らというのは,二 に対 してである」所取能取を本体 とする
点で空である。という無なる相の虚妄分別の二相を主張すること,殊 に,虚 妄分別が,所 取能
取の形象を欠くと諤 鯊に向けられた欄 と考えられる.同 撒,「 驃 で鱸 で無なのでは
ない。迷乱のみとして生起 しているから」 というのは,本 体としては無であるが,形 象によっ
…53)
て 顕 現 す る もの は,迷 乱 とい わ れ る。 という 虚妄 分 別 と して の 識 の 二 相 へ の 挺 判 と見 られ る。
4)対 論 者 が 『楞 伽経 』 『華 厳 経 』 よ り唯 心(cittam穰ra)の 典 拠 を示 し,中 観 派 の 主 張 す
(54)
る 「一 切 法 無 自性」 は聖 教 と矛 盾 し,成 立 し得 な い と論 難 して い た。 「唯 心 」 の 典 拠 を 唯 識 派
(55)(56)
の中に求めると,『 大乗荘厳経論』第十四章や 『唯識二十論』冒頭に見出される。
以上1,∬,皿 の問題を巡 っての対論者は,唯 識派であることの典拠が,少 しばかり示 し得
たと思う。
結 論
1.三 性 ・三 無 性 を 巡 る問題
II.遍 計 され た もの の 無,依 他 起 な もの の 有 を巡 る問題
皿.唯 心 を 巡 る問 題
を通 じて,唯 識 派 とKamal�'silaの 対 論 を検 索 したが,Kamala'silaのi,1,皿 の問 題 に関
して の理 解 か ら知 られ た よ うに,Kamalasilaの 理 解 の 基 本 線 は,唯 識 派 の見 解 と異 な る もの
で は な い。 しか しな が ら,両 者 間 で の決 定 的 な相 違 は,Kamala'silaは,唯 識説 を,世 俗 と し
て高 く評 価 す るの で ある が1そ れ は勝 義 と して で は な い と い う点 に あ る。 一 方,Bli穽aviveka
(51)M�1.p168b4's,D155as-s
(51a)Madhy穗tavibh稟a-bh灣yaed,byGadjin.M.Nagao,p2014.=TrisBh,p39zs
abh皦aparikalpas`aCZ彦 彦acaittゐ 彦ridh炙uk濾/(ゑ8α う)
(52)MVT.,P1515卿17.
sattv稘ityaう 泌 ψ 副 ゐ・伽5ッa觚saritskrtamｧ甁ッ 翩 の 纏 ψ 副 脚々 跏 ゆ"・ 觚 ノasatt稘漉








Kamalaｧilaの 唯 識 思 想 と修 道 論
やCandrakirtiに あ って は,世 俗 的 立 場 に於 て さえ,唯 識派 と,そ の理 解 の基 本 線 を異 にす
る。 ま た,Kamala'silaは,修 習 の次 第 と して 「唯心 」 を 「一 切法 無 自性 」 とい う勝 義 の大 海
へ と導 き入 れ られ る もの と規 定 し,勝 義 へ の 過 程 上,重 要 な位 置付 け を与 え る もので あ る が,
(57)
この 点 は,基 本 的 に はむ しろ,唯 識 派 自身 が行 う理 解 の仕 方 で あ る。Kamala'silaに よ れ ば,
この点 を,唯 識 派 は,所 取 の 形 象(gr禀y稾穩a)が 認 識 され な い唯識(vijnaptim穰ra)の 状 態
を超 越 した所 取 能 取 の形 象(gr禀yagr禀ak稾穩a)を 離 れ た無 二 知 を,最 高 の知 と考 え る が,
Kamala6ilaは,さ らに無 二 知 を超 越 す る もの と して,無 二知 の無 我 ・無 顕 現 を直 観 す る段 階
を設 定 し,唯 識 説 の超 越 を図 って い る。 この 無 二 知 の 無 我 に悟 入 す る こ とを,最 高 の真 実 へ の
悟 入 と し,無 二 知 それ 自体 も無 自性 で あ る こ とを 言 わ ん とす る。 しか し,こ れ は,勝 義 の立 場
(58)
か らの こ とで あ って,Kamala'silaも,無 二 知 へ の 悟 入 を 真 実へ の悟 入 と し,無 二 知 を世 俗 と
して 最 高 の もの と考 えて い る。 なぜ な ら,彼 に よ れ ば,無 二 知 の観 察 は,世 第 一 法 位 に配 当 さ
れ る か らで あ る。
『解 深 密 経 』 『楞 伽 経 』 『華 厳 経』 等 に説 か れ る唯 識,唯 心 説 を切 り札 と して,教 証(稟ama)
に よ って,中 観 派 の主 張 す る 「一 切 法 無 自性」 の成 立 し得 な い こ とを追 及 す る唯 識 派 の 反 論 に
対 し,Kamala'silaは,対 決 姿 勢 を 見 せ,見 解 の 相 違点 を 強 調 す る の で は な く,む しろ,唯 識
派 の見 解 を,世 俗 と して,支 持 し,そ の 上 で 「一 切法 無 自性」 こそ最 高 の真 理 で あ る と述 べ る
こ とを 答論 の機 軸 と して い る。 それ は,唯 識説 を 論 破 す る こ とに終 始 す る も ので は な く,む し
ろ,唯 識説 を彼 の哲 学 と修 習(bh穽an�)の 体 系 の 中 に収 め込 み,さ らに,そ の 克 服 を 図 って
い る と言 え る。 そ れが,一 層 顕 著 で あ るの は,彼 の 修 習 の 階梯 に於 て で あ る。 この こ と は,彼
が諸 学 派 の見 解 を修 習 の階 梯 の上 に位 置付 け,順 次,観 察 と超 越 を図 る過 程 ど して 捉 え る姿 勢
に起 因 す る。
Kamalasilaは,修 習 の 過 程 に唯 識 説 を位 置付 け,ま た 修 習 の 階梯 そ れ 自体 も,唯 識 派 の も
の か ら採 用,改 変 し,そ れ を一 切 法 無 自性 の直 観 .見 道初 地 に至 る直 前 の毅 階,信 解 行 地
(59)
(adhimukticary稈h璟i)に 配 し,順 次,踏 襲,超 越 して 行 く修 道論 と して体 系 化 した。 す な
わ ち(ユ)煖 位(2)頂 位(3)忍 位(4)世 第 一 法 位 【以 上,信 解 行 地](5)見 道初 地(6>修 道 の各 階 位 に
以 下 の もの を順 次,観 察,超 越 し,「 一 切 法 無 自性 」 を直 観 す る に至 るの で あ る。(1)人無 我(2)
法 無 我(3)唯 心(4)無 二 知(5)一 切法 無 自性(6)無 功用 に よ る無 二 知 の無 我 の直 観,と い う修 習 の
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第二部 修 道 論
KamalasilaがBhkI, 、H,皿 を通 じて 述 べ る修 道 論 の 体 系 とは,聞,思,修 三 慧 を機 軸
と し,止(sarri穰ha),観(vipasyan�),さ らに止観 双 運("samathavipa'syan窕uganaddhav禀in)
の実 習 に あ る。 そ れ は,ま た資 糧 道,加 行 道(信 解 行 地)z見 道初 地,修 道(第 二 地 よ り第 十
地),仏 地 へ と順 次,登 り詰 め て行 く菩 薩 道 の 階 位 に対 応 す る もの で あ る。 この対 応 関係 の上
に,Kamala'silaは,諸 哲 学 の 観 察 と超 越 の 次第 を体 系化 して い る。 ,
以 下 に吟 味 す る主 題 は 次 の二 点 で あ る。
*諸 哲 学 の観 察 と超 越 の 次第 と菩 薩 道 の階 位 との 対 応 関 係
率 墨そ の修 道 論 の体 系化 へ の典 拠 と考 え られ る もの
第 一 の主題 に関 して は以 下 の順 に検 証 す る。
1.聞,思,修 三 慧及 び 「止 」 と 「観 」
H.「 観 」 と修 習 の 階梯
皿.「 観 」 と信 解 行 地,「 止 観 双運 」 と見 道 初 地
IV.信 解 行 地 と見 道 初 地一 唯心,無 二 知 の克 服 と一 切 法 無 自性 の直 観
第 二 の主 題 につ いて は,
V.Kamala'silaのBodhicittabhccvan笏ﾞ の 修 道 論 とr大 日経 』 住 心 品 及 びGuhyasamrz-
3at穗tra
1..開,思,修 三 慧 及 び 「止 」 と 「観 」
KamalaSilaの 瞑 想 の 階 梯 の 基 盤 は,聞,思,修 三 慧 及 び止(samatha),観(vigasyan�)の
(201…
実 習 に あ る。 聞 慧 とは,十 二 部経 を傾 聴 し,理 解 す る こと に よ って 得 られ た 慧(prajn竈で あ
る。 この 慧 に よ って経 典 の意 味(稟am穩tha)が 確 定 され る。 思 慧 と は,思 索(cint�)に よ っ
て培 われ た慧 で あ り,了 義,未 了 義(riita-ney穩tha)を 熟 知 せ しめ,真 実 の意 味(bh皦am
…201(202…
artham)を 確 定 せ しめ る。「ま た思 慧 に よ らて 論理 ・(yukti).と …聖教(,:.)`lzよ って 真 実 を 観
察 し,事 物 の本 性 が 修 習 され る。 その 真 実 の事 物 の 自性 とは,勝 義 と して は,不 生(anutp稘a)
…202)<203・
とい う こ とで あ る。 この よ う に思慧 に よ って,真 実 の意 味 を確 定 して,真 実 の 意味 を(bh皦am
artham)直 観 す る ため に(pratyak§ikaran窕a)修 習(bh穽an�)に よ って 培 わ れ た慧 を 生 起
…203)(204…
す る。 従 って,真 実(tattva)を 直 観 しよ うと願 う者(s稾s穰kartuk穃a)は,修 習 に入 って 行
く。 そ の 場 合,最 初 に,ま ず ヨー ガ行 者 に よ って,心 を不 動 にす る ため に止(sarrlatha)が 達
…204)
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の諸 哲 学 の 観 察 と超 越 の 次第 の体 系 に と って極 めて 重 要 な意 味 を もつ の で あ る。 な ぜ な ら,彼
は ・ この 次 第 の 体 系 を菩 薩 道 の階 位 に対 応 させ,順 次,諸 哲 学 の克 服 を図 り,「 一 切 法 無 自性
の直 観 」 へ と到 ら しめ る道 を組 織 して い るか らで あ る。
聞 ・ 思 ・ 修三 慧 の骨 子 を見,修 習(bh穽an�)を 実 習 す る に,ま ず 「止 」 の達 成 そ して 「観 」
の修 習 に進 む べ き こ とを理 解 した。 「止 」 と 「観 」 め 実 習 法 をKamalasilaはr解 深 密 経 』 を
引用 す る こ と に よ って,以 下 の よ うに詳 述 して い る。
(205『
聖 解 深 密 経 』 に も・ 世尊 よ,'ど う して,止(samatha)は 探 求(paryesana)さ れ るの で し
よ うか 。 ま た,観(vipasyan�)に 善 巧 とな れ るの で しよ うか。
[世尊 は・ 次 の よ うに]お っ し ゃ った。・マ イ トレー ヤ よ,私 が,法 の仮 説 の 確 定(dharma-
prajnaptivyavasth穡ana)す なわ ち,契 経(s皦ra),応 頌(geya),授 記(vy稾arana),諷 頌
(g穰h�),自 説(珒穗a),.因 縁(nid穗a),譬 喩(avad穗a),本 事(itivrttaka),本 生(j穰aka),
方 広(vaipulya),未 曽有(adbhutadharma),論 議(upade'sa),と い う菩 薩…に対 して説 い た
そ れ ら[十 二 部 経 】 を菩 薩 は,よ く聴 き,よ く理解 して,言 語 を 習 熟 して,心 に よ って吟 味
して,観 察 に よ って よ く通 じて,そ の[菩 薩]は,た だ一 人,静 か な場 所 に行 って,心 定 め
て ・ よ'く考 察 され た それ ら諸 法 を あ るが ま ま に留 意(manasik穩a)し て,留 意 して い る そ の
心 を 内 的 な相 続(稘hy穰mikaprabandha)に お け る留 意 に よ って 集 中 させ る。 そ の よ うに進
み 入 って ・ その 状 態 に,暫 く住 して い る そ の場 合 に,身 体 の寂 静(k窕aprasrabdhi)と 心 の
寂 静(cittaprasrabdhi)が 生 起 す る と い う こ とが,止(samatha)で あ る と いわ れ る。 そ う
で あ れ ば,菩 薩 は 「止」 を 探求 して い るの で あ る。
彼 は ・身 体 の寂 静 と心 あ 寂 静 を 獲 得 して,そ の状 態 に あ って,心 の動 揺 を滅 して,考 察 され
たそ れ ら諸 法 を あ るが ま まに,内 な る三 昧 の境 界 に お け る映 像(adhy穰masam稘higocarab-
一'imba)を 観 察 し
,信 解(臈himukti)す る。 そ の よ うに,そ れ らの三 昧 の 境界 にお け る映 像
に対 して,そ の 知 らるべ き意 味 を追 求,考 察,熟 慮,吟 味,受 容,切 望,確 定,観 察,思 索
す る こ とが,観(vipasyan�)で あ る と言 わ れ る。 そ うで あれ ば,菩 薩 ぱ,観 に善 巧 で あ る
…205)
と お 説 き に な っ た 。
以 上 の 記 述 か ら,聞,思,修 三 慧 及 び 「止 」 「観」 の 意 味 を 図 示 す るな らば,
図1
聞一一十二部経を傾聴,理 解 し,経 典 の意味を確定す る。
↓
思 ……一了義 ・未了義を熟知 し,真 実 の意味を確定す る。
論理 と聖教によ って真実一 勝義不生を観察す る。
↓!/止 一一 一身心の寂静
↓修 ＼、丶観一 …内なる三昧の境界における映像を観察 し
,信 解(abhimukti)す る。その映像の知 るべ ら
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II.「 観 」 と修 習 の 階 梯
(206)
止(§amatha)の 達 成 後,観(vipa"syan�)の 修 習 に進 ん で行 くこ と は,Bhku,皿 に於
て,詳 述 さ れて い る。 しか し,こ の 「観 」 の修 習 と さ らに,そ の後 の 「止 観 双 運 」 の 道 とが,
Kamala§ilaの 修 道 論 に於 て,菩 薩i道の 階位 と ど う対 応 す るか に 関 して は,知 られて い な い と
思 わ れ る。 したが って 、 「観 」 の修 習 の 次第 四段 階 にお け る諸 哲 学 の観 察 と超 越 及 び 「一 切 法
無 自性」 の直 観 の五 段 階 か らな る彼 の 修 道 論 の 体 系 をBhkI【 に求 め,大 綱 を記 し,加 えて そ
の 部 分 の訳 文 も挙 げ て お く。、
止(samatha)を 達 成 して か ら,観(vipa"syan�)を 修 習 しな け れば な らな い。 真 実(tattva)
とは,勝 義 と して は,あ らゆ る事 物 が,人(pudgala)と 法(dharma)の 二 つ の 我(穰man)
と い う点 で は 空性(s甁yat�)で あ る。 とい うそ の こ と も般 若 波 羅 蜜(prajn穡穩arnit�)に よ
って 理 解 され るの で あ る が,他 の もの に よ って で は な い。.と述 べ た後,さ らに そ の こ とを 『解
深 密 経 』9引 用 で確 証 し,観(vipasyan�)を 詳 述 して い る。 同 内容 の 事 柄 はBhk皿 で も見
られ,「 観 」 に よ る 「人 無 我 」,「法 無 我 」 の 吟 味 が,Kamala'silaに と って重 要 な もの とな っ
て い る。 そ の 要綱 を示 す と(1)他 学 派 の 主 張 す るpudgalaの 吟 味,及 び そ の誤 謬 を考 察 す る。
(2)法無 我 の 修 習,法 とは五 薀,十 二 処,十 八 界 で あ るが,勝 義 と して,そ れ らは,心 の 形 象
(稾穩a)と は別 に 存在 しな い こ とを考 察 す る。(3)三 界 は唯 心 で あ る と考 え て,心 の 自性 を観 察
す る。(4)心 も,勝 義 と して は 真 実(satya)で は あ り得 ず,心 は虚偽.(alika)な 形象(稾穩a)
を 認 識 し,多 様 な 形 象(citr稾穩a)を 有 す る もの と して 顕 現 す る。 したが うて,心 は 幻(m窕�)
の 如 き もの で あ って,一 切 法 も,幻 の如 き もの で あ る と考 察 す る。 さ らに,智 慧(prajli�)に よ
って,心 の 本 性 を観 察 す る と,勝 義 と して,そ れ は,内 に も,外 に も,内 で も外 で も な しには
認 識 され な い。(5)ヨ ー ガ行 者(yogin)が,い か な る 事物 の本 性 を も,勝 義 と して,認 識 しな い
と き,無 分 別 三 昧(avikalpasam稘hi)に 入 る ので あ る。 彼 は,一 切 法 無 自性(sarvadharma-
nihsvabh穽a)も 理 解 す るの で あ る。
(207…
そ れか ら,止(§amatha)を 達 成 して か ら,観(vipasyan�)を 修習 しな け れ ば な らな い。 …
… 従 って 「止 」 の 状 態 に あ って ,智 慧(prajn�)を 修 習 すべ きで あ る。 その 場 合,ヨ ー ガ行
者 は次 の よ うに観 察 す べ きで あ る。
(1)人我(pudgala)は,薀,処,界 とは別 に は見 られ な い。 入 我 は,薀 な ど を本 性 とす る も
の で は な い。 薀 な ど の それ らの もの は,無 常 に して,多 な る本 性 の ものzあ る か ら,ま た,
人 我 は,恒 常 に して 一 を本 性 とす る もの で あ る と他 学 派 の 者達 は考 え る か らで あ る。[五 薀
と】 同一 で あ る と も別 で あ る と も言 い 得 な い人 我 とい う事物 が,実 在 す る と は不 合 理 で あ
る。 事 物 は,実 在 の第 三 の 形 式 を 有 す る もの で は な いか ら。 従 って,つ ま り,世 間 の 自己 と




Kamalasilaの 唯 識 思 想 と修 道 論
(2)法無我(dharmanair穰mya)も 次 の よ うに修 習 す べ きで あ る。 法 とは,要 約 す れ ば,五 薀
と十 二 処 と十 八 界 で あ る。 その 場 合,色 を 包 含 す る蘊,処,界 とい う もの は,勝 義 と して,
心 の 形 象(稾穩a)と は別 に は存 在 しな い。 そ れ らを 原 子(param穗u)に 分 解 す る と諸 原 子
も・ 部 分(.:)の 本 性 を考 えれ ば,確 認 され る もの で は な い か ら。 従 って,無 始 以来 ,
誤 っ た色 な どに 執 着 す る こ とに よ って夢 の 中 に於 て 見 られ る色 等 が 顕現 す る如 くに,諸 の凡
夫 に と って は ・ ま さ しく心 が,外 に[心 と は1別 個 な もの の よ うに,色 な ど を顕 わ す ので あ
る が,勝 義 と して は,こ の場 合,色 な ど は心 の 形 象 とは別 に は存 在 しな い と観 察 すべ きで あ
る。
(3)彼(ヨ ー ガ行 者)は,そ の よ う に,こ の 三界 は 唯心 で あ る と考 え て,彼 はそ の よ う に構 想
され た あ らゆ る法(dharma)は ・心 に外 な らな い と確 定 して,そ の[心 】を観 察 した場 合 に
は,一 切 法 の 自性 が 観 察 され るの だ か ら,心 の 自性 を観 察 す るの で あ る。
(4)彼は,次 の よ う に吟 味 す るの で あ る。 勝 義 と して は,心 も真 実(satya)で あ る とは不 合 理
で あ る。 虚 偽(alika)を 本 性 とす る色 な どの 形 象(稾穩a)を 認 識 す る心 は
,ま さ し く多 様
な 形 象(citr稾穩a)を 有 す る もの と して顕 現 す る(pratibh龝ate)。 そ の場 合,そ の(心)は ,
ど う して真 実 な もの で あ ろ うか 。 丁度,色 な どが 虚偽 で あ る よ うに,そ の よ う に心 も,そ の
(色)と 別 で は な いか ら虚偽 な もので あ る。 丁 度,色 な どは,多 様 な形 象 を有 す る か ら,一,
多 の本 性 を もて る も ので は な い。 そ の よ うに,心 もそ の(色)と 別 で は な いか ら,一,多 の
本 性 を もて る もの で は な い。 従 って,心 は幻(m窕�)な どを本 性 とす る も のの 如 きで あ る
。
心 が そ うで あ る よ う に,一 切法 も,ま さ し く幻 な ど を本 性 とす る もの の如 きで あ る と吟 味 す
る。 彼 は,同 様 に,智 慧(prajn�)に よ って,心 の 本 性 を観 察 す る な ら,勝 義 と して ,心 は
内 に も認 識 され な い し,外 に も認 識 され な い。[内 ・外 の亅 何 れ で もな い もの と して も認 識
され な い・ 過 去 の心 も認 識 され な い。 未 来 の心 も認 識 され な い。 現 在 の心 も認 識 され な い。
心 が生 起 して い る と き,ど こか らもや って こな い。[心 が]滅 して い る と き,ど こへ も行 き
は しな い。 心 は捕 え られ る もの で もな く,説 か れ る もの で な く,具 象 的 な もの(r皂in)で
な い。 … … 彼 は,そ の よ うに,智 慧 に よ って考 察 す る。
⑤ ヨー ガ行 者 が ・ い か な る事 物 の本 性 を も,勝 義 と して,認 識 しな い と き,無 分 別 三 昧
(avikalpasam稘hi)に 入 る。 一 切 法 無 自性 を も理 解 す る ので あ鷲1
この(1)～(4)の 「観 」 の 修 習 そ して(5)一切 法 無 自性 を理 解 す る段 階 は ,菩 薩 道 の 階 位 の 上 か ら
は ・ ど う位 置付 け られ るで あ ろ うか 。 筆 者 は,(1)人 無 我(2)法 無 我(3)唯 心(4)無 二 知 の観 察 と
超 越 の 過程 を各 々 「観 」 を 実習 す る階位 「信 解 行 地 」(adhimukticary稈璟i)の 煖,頂,忍,
世第 一 法 位 に ・(5)の 段 階 を 「止 観 双 運」(samathavipa'syan窕uganaddhav禀in)の 道,見 道 初
地 に一 致 す る と考 え るの で あ る。 以 下,こ の ことを 検 証 す る。
III.「 観」と信解行地,「 止観双運」と見道初地
一67一
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「観」の段階が 「信解行地」に,「 止観双運」の道が,見 道初地に位置付けられると先に指
摘 したが,こ の点が意外 と見過ごされ,あ るいは異なって理解 されていたように思われる。上
ノ
述 の指 摘 を なす 理 由 は,そ れ が,KamalaS11aとHaribhadra,さ らにJn穗agarbha,S穗tara-
k§itaの 哲 学 と瞑想 の体 系 を理 解 す る鍵 とな るで あ ろ うか らで あ る。 上 述 の 問 題 点 を検 証 す る
に以 下 の観 点 か ら吟 味 す る。
*厂 止 」 「観 」 「止 観 双運 」 の実 習 と 『解 深 密経 』 に説 か れ る 「瞑 想 中 の観 察 に お け る四 種
くふ　の
の対 象 」 との関 係 及 び 修 道 の 階位 との 関係
r解 深 密 経 』 と りわ け,「 弥 勒 章 」(Maitreyaparivarta)玄 奘訳 「分 別 瑜 伽 品 」 と呼 ば れ る
部 分 か らの 引用 はBhkに 於 て 数 多 く,ま たJn穗agarbhaに あ って は,そ の 註釈 書Sandhi一
一(208)
nirmocanas皦reAryamaitreya-kevalaparivarta-bh龝yaを 著述 して い る。
Bhk皿 冒頭 にお け るKamala'silaの 記 述 に注 目 して,そ の 問題 点 を解 明 して み よ う。
熟 麒 の究極の体系として起 こされている諸の事柄の修習の階梯(bh穽an稾・am・)が,
簡潔 に述 べ られ る。 その 場 合,'例 え,諸 菩 薩 に と って,無 量 の 三 昧 が,世 尊 に よ って 説 明 さ
れ て い る と して も,そ うで あ って も,止('samatha)と 観(vipasyan�)の 二 に よ って ・ あ ら
ゆ る三 昧 は包 括 され るの で あ る。 したが って,ま ず そ の止 観 双 運('samathavipaｧyan窕uga-
naddhav禀in)の 道 が述 べ られ る。 … … 「止 」 に よ って,自 己 の対 象 に対 して ・心 は風 の な
い所 に置 か れ た灯 火 の如 く,揺 れ 動 か され る こ とは な い。 「観 」 に よ って,あ るが ま まに,
教 えの 真 実 を 了解 す る か ら真 実 智 の 光(samyagjn穗稷oka)が 起 こ って くる。 した が って ・
あ らゆ る障 害 が 断ぜ られ る。 光 が 生 ず る こ とか ら,闇 が[な くな る]よ う に。 ま さ し く,こ
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の こ と故 に,世 尊 に よ って[r解 深 密 経 』 に],諸 の ヨー ガ行 者 に と って の 四 つ の[瞑 想 の亅対
象 と して の 事物(稷ambanavastu)が 説 き示 され て い る。[す な わ ち】a)思 惟 を 離 れ た映 像
(nirvikalpapratibimbaka),b)思 惟 を 伴 った 映像(savikalpapratibimbaka)・c)事 物 の 究極
(vastuparyantat�)d)為 さ るべ き こ との完 成(k穩yaparinispatti)[の 四 で あ る1。 そ の うち・
a)「 止」 に よ って,あ らゆ る教 え(dharrna)の 映 像 と仏 陀 な どの 姿 が ・ 深 く理 解 され ・対
象 化 さ れて い る,そ れ が 「思 惟 を離 れ た映 像」 で あ る と言 わ れ る。 そ の場 合,真 実 の 対 象 に
対 す る検 討 が,思 惟 を有 して い な い か ら,思 惟 を 離 れ て い る と言 わ れ る。 聞 い た ま ま に把 握
さ れ た諸 法 の映 像 が,深 く理 解 され て対 象 化 され て い る,と い う意 味 で映 像 と いわ れ るの で
あ る。b)ヨ ー ガ行 者 が,ま さ し くそ の 映像 を,真 実 を理 解 す る た め に 「観」 に よ って吟 味
す る と き,「 思 惟 を伴 った映 像 」 と言 わ れ る。 そ の場 合,「 観」 の 特徴 を伴 った真 実 を検 討 す
る た め の思 惟 が起 こ って く るか らで あ る。c)ま た,ま さ し くそ の 映像 の 自性 を検 討 して い
(207a)SNS,VIQ.2,p88ii-as.
(208)P.V・L109.N・.5535.T・hi171aL203a8,D・N・ ・4033・Bi318bL345a7・
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る ヨー ガ行 者 が,鏡 の 中 に あ る 自分 の 顔 の 映 像 を観 察 す る こ とに よ って,あ るが ま ま に一 切
法 の 自性 を理 解 す るか らで あ る。[ヨ ー ガ行 者 が]「 事物 の究 極 」 の特 徴 を具 え た真 如 を 貫 徹
す る とき 「事 物 の 究 極」 を 「初 地」 に於 て理 解 す る か ら,「 事物 の究 極 」 と して[瞑 想 の】対
象 と言 われ る。d)従 って,残 りの 「地」 に於 て,修 道(bh穽an穃穩ga)に よ って,薬 草 で
あ る不 老 長 寿 の 霊 薬 を受 用 す る こ とか ら[優 れ た状 態 が 得 られ る]よ うに,順 序 ど お りに,
よ り清 浄 な,さ らに,最 高 に清 浄 な瞬 間 が生 起 す るか ら,拠 り所 の転 換(龝rayapar穽rtti)
に 於 て,真 実 を[獲 得 す る】。 障害(穽arana)を 断 滅 す る特徴 を有 した為 さ るべ き こと の達
成 が あ る と き,「 仏 地」 に於 け るそ の智 こそ が 「為 さるべ き ことの 完成 」 に お け る[瞑 想 の]
対 象 を もて る もの で あ る と言 わ れ る。
以 上,こ の こ とに よ って何 が説 明 され て い るの で あ るか 。
「止 観 」 の両 者 か ら全 て の 「事 物 の 究 極」 の 理解 が あ る。 ま た,そ の[理 解]に よ って,障
害 の 断滅 を特 徴 とす る 「為 さ るべ き こ との完 成 」 が獲i得 され る ので あ る。 また,そ の こ と
が ・ ま さ し く仏 陀 の 性 質(buddhatva)で あ る。 従 って,仏 陀 の 性質 の理 解 を求 め る者 に よ
って 「止 観 」 の 両 者 が,実 習 され るべ きで あ る。 一 方 デ この 両 者 を 修 習 しな い者 に と って は
「事物の究極」の理解はなく,「 為 さるべきことの完成」も蒙驍





↓/c)「 勳 の究極」を蠏 す る知'"°°°初地
止観双運一く一…… 転依(筴rayapar穽rtti)に 於て真実を獲得す る……修 道
"d)「 為 さるべ きことの完成」を見た知……仏地
厂止 観 双 運 」 は初 地(見 道)に 於 て達 成 され ・従 って 「止 観 双 運 」 の 道 とは見 道初 地 以 上 の
階位 ということである。r瑜 伽師地論』によっても,「 止観双運」は,見 道に於てで話習1
「止 」 「観 」 「止 観 双 運」 の 修 習 と修 行 の階 位 との 関 係 を,さ らに理 解 す べ くKamalasila
の 「信 解 行 地 」 及 び 「止観 双運 」 の道 ・ 「見 道 」 に対 す る説 明 を 以 下 に検 討 す る。
IV.信 解 行 地 と見 道 一 唯 心,無 二 知 の 克 服 と一 切 法 無 自性 の 直 観 一
BhkIで 『楞 伽 経 』X-256・257・258を 基 盤 に 「外 界 の 事 物 の 否定 → 唯 心 → 無 二 知 → 中 観
く2ii)
の 真 理」 へ の 瞑想 の 階梯 を解 説 した後,
(2i2…
以 上 の よ うに ・ この順 序 ど お りに瞑 想 しな さい。 ま た そ の場 合,'≪ 沈 と掉 挙 な どを起 こ した
(210)関 口真 大 編 『止 観 の研 究 』所 収,勝 又 俊教 「瑜 伽 師地 論 にお け る止 観 」p93乳10
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(212a)
場 合 は,以 前 の如 く 【正 知(sarnprajanya)等 の八 断行 に よ って】 静 め な さ い。 一 方,一 切
法 の無 自性 を 【瞑 想 の】 対 象 と して い る と きに(sarvadharmanihsvabh穽at稷ambane)棔 沈
と掉 挙 な どを離 れ た,ま た意 志 的 に働 きか け な い(anabhisamsk穩a)こ と に よ って 起 こ さ
れ た智 が存 在 す る と き,「 止 観 双 運 」 した道(m穩ga)が 達 成 され る。 そ の場 合 【そ の止 観
双 運 した道 の達 成 が 】 可能 とな るま で,そ れ まで(y穽atsaknotit穽at)確 信(adhimukti)
…212)
に よ って,信 解 行 地(adhimukticary稈h璟i)に あ って,瞑 想 しな さ い。
(213)
ア ン ダー ライ ンの 読 みが 支 持 され,「止 観 双 運 した道 」 とは見 道 初 地 以 上 で あ る こ とは,図1【
か らも確 認 され よ う。 したが って 「信 解 行 地 」 で は,「 止観 双 運 の道 」一 見 道 初地 の 前 段
階,「 観」 を 修習 す る位 で あ る と理 解 され る。 さ らに 「観 」 の修 習 は,IIで 吟 味 した通 り,(1)
入 無 我 の 修 習(2)法 無 我 の 修習(3)唯 心 の 修 習(4)形 象 は虚 偽 で あ るか ら,心 も真 実(satya)で
は あ り得 な い こ とを悟 る,段 階 で あ るか ら,各 々 「信 解 行 地 」 の(1)煖,(2)頂,(3)忍,(4)世 第 一
法 に一 致 す る と筆 者 は考 え て い る。 なぜ な ら以 下 に見 る よ う にKamala'silaは ・ 「信 解 行 地 」
を 「一 切 法 無 我 の 修 習」 の 過程 と位 置 付 けて い るか らで あ る。 そ して(5)「止 観 双 運 の道 」 見 道
初 地 に於 て,「 一 切 法 無 自性」 を直 観 す る 明 瞭 な知 が生 ず る こと を記 して い るか らで あ る・
Kamala'silaの 修 道 体 系 を 菩薩i道の階 位 との関 係 か ら吟 味 す る こ とが,彼 の修 道 論 の組 織 の
理 解 に資 す る と思 われ るの で,こ の点 を検 証 す る。
跳 のように,こ の順序どおりに,智 慧と方便を常噂 重 して,長 い日繝 の瞑想(・bhya・a)
に よ って,修 習 して い る菩 薩 に とって は,十 二 の毅 階 の 区分 が あ る。 それ らの 段 階 は,よ り
一 増 優 れ た功 徳 へ と向 って行 く目的 で,諸 地(bh璟i)と して設 定 さ れ る。 「信 解 行 地」 か
ら 「仏 地」 に到 るま で で あ る。 その 場 合,人 法 二 無 我 の 真 実(pudgaladharmanair穰myatat・
tva)を 直観 しは しな いが,よ り確 か な信 解 が,魔 な ど に よ って も断 ち 切 られ な い ば か りか,
信 解 に よ って真 理 を修 習 せ しめ る と き[そ の菩 薩 に は]確 か な信 解 か ら 「信 解 行 地 」 が確 定
せ しめ られ る。 この 「地」 に あ る菩 薩 は,凡 夫(prthagjana)で は あ るが,あ ら ゆ る 凡 夫
(b稷a)の 災 いを 超越 して お り,数 え きれ な い三 昧 と陀羅 尼 と解 脱 と神 通 な どの 功 徳 を 具 え て
い る者 で あ る と 『聖 宝 雲 経 』 に説 か れ て い る。
(214a
ま た,そ の[信 解 行 地 】 に は,(1)弱 々 しい,(2)中 位,(3)そ れ を越 え た,(4)よ り超 越 した,
prasamayet/yad穰usarvadharmanihsvabh穽atitlambanecaZayauddhaty稘irahitamanabhisa-
msk穩enapravrttamブ 苑4πσ漉bhavati,tad�6α 〃3α疏αηψα≦ツ砌 δツ%9砌 α44乃α〃励5m穩gonispanno
bhavati/tatl窕穽atξ α々 ηo彦μ 勿 α4α 翩 伽 褫 励 αZθ擁4ん 伽 褫 診加7汐 励 砺 彿4πsthitobh穽ayet/
(212a)BhkIp5186-$
(213)「 可 能 で あ る限 り」 と読 まず,「 可 能 とな るまで 」 と読 む 。 このy穽at… …t穽atの 理 解 の 仕方 に
関 して は,工S.SPEIJER:SanskritSyntaxpP367-368.§476・ 辻 直 四郎 著 『サ ン ス ク リ ッ ト文 法 』
P261,5.b.こ のy穽atsaknotit穽atを そ う読 み,そ う理 解 しな けれ ば な らな い こ とは・ 注(217)の 「信
解 行 地 」 「見 道 初 地 」 につ いて の記 述 内容 か ら も支 持 され よ う。
(214)BhkIpP.5337-5357cf.注(207),
(214a)信 解 行地 の四 種 の順 決 択 分,各 々の 内容 で あ る 。HaribhadraもAAPV,PP6323-649に 同 主 旨の
事 柄 を 言 明 して い る。 この信 解 行地(1)～(4)と(5)見 道初 地 に相 当 す る のが 先 に示 したBhkII〔 注(207)〕
とBhk皿 〔注(206)〕 及 びBhkI〔 注(211)〕 で あ る と考 え られ る。
cf,第 一 部,注(38e)後 半 。
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四 種 の段 階 に よ って 四 種 の 「順 位 択 分」 が確 定 され る。 とい うの は,一 切 法 無 我 を 修 習 しつ
ゆ 　の
つ あ る人 に,(1)い くらか の 明 瞭 な知 の光 が存 在 す る と き,「 煖 」 と呼 ば れ る順 決 択 分 で あ る。
ま た,そ の 場 合,彼 は,大 乗 の光 が獲 得 され た三 昧 を 具 え て い る と言 わ れ る。(2)一 方,そ の
知 の 光 が,中 位 の 明 瞭 さを具 え て い る場 合,「 頂 」 と呼 ば れ る順 決 択 分 で あ る。 ま た,三 昧
は輝 きを 増 した光 を具 え て い る と言 われ る。(3)一 方,よ り明 瞭 な外 界 の対 象 が顕 現 しな い知
の光(b禀y穩th穗稈h龝ajn穗稷oka)が 生 起 す る と き,唯 識(vijnaptim穰ra)の 段 階 に あ る
か ら,「 忍」 と呼 ば れ る順 決 択 分 で あ る。 ま た[彼 の]三 昧 は,[真 実 の]一 部 分 に入 っ た
もの と言 わ れ る。 所 取 の形 象(gr禀y稾穩a)が 認 識 され な い状 態 に入 って い るか らで あ る
。
(4)一方 ・所 取 能 取 の形 象(gr禀yagr禀ak稾穩a)を 離 れ た無 二 知 が 顕 わ れ る と き,「 世第 一
法 」 と呼 ば れ る順 決 択 分 で あ る。 また,彼 の三 昧 は,無 間 で あ る と言 わ れ る。 そ の[三 昧 の]
直後にこそ,真 実に入るか らである.こ の段階までが 「信解行地」で総
一 方
,そ の 他 の,ま とめ て十 一 の支 分 で完 結 され る諸 地 が 設定 され る。 そ の うち,(5)最 初
に,人 ・法 二 無 我 の真 実 を理 解 す る支 分 を充 足 せ しめ る 「初 地 」 が設 定 され る。 と い う の
は ・ 「世 第 一→法」 と間断 な く・ よ り卓 越 した,超 世 間 的 な,あ らゆ る戯 論 を離 れ た,一 切 法
無 自性 を 直観 す る非 常 に 明 瞭 な知 が生 ず る。 そ の時,菩 薩 は完 全 な確 定 に入 る こ と に よ って
「見 道」(dar'sanam穩ga)が 起 こ って くるか ら 「初 地 」 に入 るの で あ る。 ま さ し くそ れ 故 に,
この 地 に於 て ・初 めて ・未 だ理 解 され て い なか った真 実 を理 解 す るか ら,菩 薩 は歓 喜 す るの
で あ る。 従 って ・ これ が 歓 喜 地 と いわ れ る。 また この[地 】 で,見 解 に つ い て の捨 て去 られ
る べ き112の 煩 悩 が 捨 て られ る。 一 方 ・ 残 りの 諸 地 は,修 道(bh穽an穃穩ga)を 本 質 とす
る。 そ れ らの[諸 地]で 修 習 に よ って捨 て去 られ るべ き三 界 の16煩 悩 が捨 て られ る
。 ま た,
この[初]地 で ・ 菩 薩 に は ・ 法 界 の完 全 な知 識 が 目覚 め る故,自 己 の利 益 に対 して の如 く
に・ 他 者 の利 益 に対 して専 念 す るか ら,布 施 波 羅 蜜 が,こ の 上 無 い もの とな る。 ま た ,こ の
菩 薩 は真 実(tattva)の 近 くに い て も ・微 細 な過 失 が犯 され た場 合 に,智(sarilprajanya)の
コゆのの
展 開 が 起 こ り得 な い間 は,初 地[の 菩 薩]で あ る。
以 下Kamalasilaは 継 続 して 「修 道」 「仏 地」 を解 説 す る。 上 の記 述 か ら 「信解 行地 」 及 び
「見 道 初地 」 に つ いて 知 り得 た こ とは ・ 一 切法 無 我 の修 習 につ いて,(1)煖 位 … … い く らか の 明
瞭 な知 の光 が存 在 す る・(2)頂 位 … … 中位 の 明 瞭 さを具 え た知 の 光 が 存在 す る。(3)忍 位 … …唯 識
の 段 階 に あ って ・ 所 取 の 形象 が認 識 され な い状 態 ・(4)世 第 一 法 位 ・・… ・所 取 ・能 取 の形 象 を離 れ
た無 二 知 が顕 現 す る。(5)見 道初 地 …… あ らゆ る戯 論 を 離 れ た 一 切 法無 自性 を直 観 す る知 が 生 起
す る・(1)煖 位 ・(2)頂 位 に つ い て は判 然 と しな い面 も あ るが,一 切 法無 我 の修 習 につ いて の下 位
か ら上 位 へ の 過 程 を述 べ る点 か ら して も・Kamalasilaは,(1)煖 位 を人 無 我 の ,(2)頂 立 を 法 無
我 の ・ 修 習 と超 越 に 同定 させ て い る もの と理 解 して 間違 い な い と思 わ れ る。 そ の理 由 は,(3)忍
(214b)チ ベ ッ ト訳 で は 「外 界 の 対 象 を 破 す る に」(phyirolgyidonrnampar・jigPana)〔D39a7
,
p42a8〕 と あ る。
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位,(4)世 第 一 法,(5)見 道 に於 て は,唯 心→ 所 取 ・能 取 を離 れ た無 二 知 → 一 切 法 無 自性 の プ ロセ
ス を 明確 に述 べ て い る。 ま た,こ の 「信 解 行 地」 及 び 「見 道」 に於 け る一 切 法 無 我 の 修 習 の 過
程 は,K。m。1。'sil。 がBhk(21511)及 び(習 で詳 述 して い る 「観 」 の修 習 過 程 及 び 「止 騨 運 の
道」 見 道 との五 段 階,す なわ ち,(1)人 無 我 の修 習,(2)法 無 我 の 修習,(3)唯 心 の修 習,(4)形 象 は
虚 偽 で あ るか ら,心 も真 実(satya)で は あ り得 な い こ とを理 解 す る・(5)一 切法 無 自性 を悟 る ・
階 位 に それ ぞ れ比 定 出来 る と思 わ れ る,か らで 菊 る。 で な け れば,一 切法 無 我 の 「観 」 の修 習
過 程 及 び 「止観 双運 の 道」 が修 道 位 資 糧 位,加 行 位[信 解 行 地],見 道,修 道,仏 地 の上 に
位 置付 げ る こ とが 出 来 ず,遊 離 した もの とな る。 したが って ・Kamala'silaは ・ 「止 」 「観 」
「止 観 双運 の道」 を 修 道位 の 上 に位 置 付 け,と りわ け 「観 」 の 修習 を一 切 法 無 我 の 修 習 の 過程
と し,「 信 解 行 地 」 に位 置付 け,そ して 「止 観 双 運 の 道 」 を 見 道初 地 に配 し,一 切 法 無 自性 を
直 観 す る階位 と したの で あ る。Kamala'silaに あ って は ・ 修 道 位 五 道 とは ・ 「止 」 「観」
及 び 「止 観 双運 」 の修 習 の過 程 なの で あ る。 以 上 の総 括 と して 図1,Hを も考 慮 して図 皿 を作
成 す る な らば,次 頁 の もの とな る。
BhkIに お け る 『楞 伽 経 』X-256,257,258の 解 説 を通 じKamala'silaが 述 べ て い る もの
はBhkIIと 皿 に お け る 「観 」 の修 習 は,一 切法 無 我 の修 習 過 程 つ ま り信 解 行 地 に,そ して
一 切法 無 自性 を直 観 す る階 位 は,見 道 に一 到 す る こ とを 見 て きた・Bhkに あ って は ・ 慈 悲 に
よ って菩 提 心 を起 こ し,方 便 と智 慧 に摂 せ られ る菩 薩 道 の 実 習 過程 を体 系 付 け,そ の うち,聞,
思,修 か らな る智 慧 の 実 習 で,「 修」(bh穽an�)に 「止 」・ 「観 」 を配 し・ さ らに 「止 観 双 運 」
(215)注(207)
(216)注(206)
(217)見 道初地,修 道 の内容について,詳 しい記述がBhkII・D54b5-55a5・P59b7-60a8に 見 出され る。
彼が,そ のように,慈 悲 と方便 と菩提心を常 に尊重 し長 い間,修 習するな らば順次 に極めて清浄な心の相
続の刹那が生 じて成熟す るか ら,摩 擦 された薪の火 のように・ 真実 の対象(bh皦穩tha)に 対 して修習が
究極 に達 してか ら,あ らゆる概念知の幻覚を離 れた,戯 論 のない非常に明瞭な法界を認識す る,汚 れ無
き,安 定 した場所にあって風の無い所に置かれ た灯火のよ うに不動な,出 世間の知は,計 り知れないもの
とな る。見道 に摂 せ られる一切法無我の真理 を直観す ること,す なわち,勝 義の菩提心を本性 とするもの
が生起する。その 〔勝 義の菩提心を本性 とするもの〕が生 じると,事 物の究極(vastuparyanta)を 〔瞑
想 の〕対象 とす ることに入 り,如 来の種 姓に生まれ,菩 提心に過失 のない状態 とな り,世 間の生存状態
(gati)か ら退いていて,菩 薩にと って法性 と法界が認識 され る状態 にあり,菩 薩iの初地が獲得 され る。と
い うその多 くの優れた点 をr十 地経』な どによ って理解 しなければな らない。 これが真実を 〔瞑想の〕対
象 とす る禅定で ある。 『楞伽経』に次のように説かれてい る。 これ が,諸 菩薩 にとって戯論無 きこと,す
なわち,無 分別性(nirvikalpatva)に 入 ることである。 信解行地(adhimukticary稈hGmi)へ は確信
(adhimukti)に よって入 ることが確定 され るが,意 志 的活動(abhisamsk穩a)に よって入 る の で は な
い。 その知が生起 したな ら 〔初地を〕現前 してい る。 そのように初地 に入 ったその人は,そ の後,修 道
(bh穽an穃穩ga)で,出 世間 とその後,獲i得された知の二者 によって・智慧 と方便を修習する ことによ っ
て,順 次 に修 習によって捨て去 られ るべき(heya)積 集 した,微 細な ものよ りさらに微細な障害(穽ara-
na)を 清め るか ら,ま た特殊な より上 の上の功 徳を獲得す るか ら,よ り上 の諸 〔地〕 を清浄にすることに
よって,如 来の知に至 るまでに入 って,一 切智者性(sarvajnat�)の 大海 に入 って,為 すべ きことの達成
(k穩yaparinispatti)を 〔瞑想の〕対象 とすることを も獲得す る。 このよ うに・順次 に心の相続 が清浄に
な ると 『楞伽経』に も説かれた。
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行 の 開始 へ の 決 意(prast・穗acitta)一[資 糧]〈 福(punya)
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・…… ・思 准 を伴 わ な い映 像(nirvikalpapratibi
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思惟 を伴 っ た 映像
(savikalpa-pratibimbaka)
を瞑想 の対 象 とす る
… ・∴(5)一 切法 無 自性 を 直観 す る
。法界 を悟 る。
…事 物 の究 極(vastuparya
ntata)を 理 解 す る
[修 道](第 二 地 ～ 第+地 〉・…・・藪 依(,龝・ ・y。p。r竅B,tti)
(第 八 地)… …無 功 用(an稈hoga)の 達 成
[仏 地]… …為 さ るべ きこ との完 成(k。 。y。p。,i。i、p。tti)を見 た 知
、
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の道 を設定 して い る。 この菩 薩 道 の組 織 が,五 道 と対 応 して い る こ とを 見 過 ご して は な らず,
と りわ け,「 観 」 の修 習 が 「信 解 行 地」 に,「 止観 双運 の道 」 が見 道,修 道,仏 地 に同定 させ
られ る こと は注 意 され な け れ ば な らない 。 なぜ な ら,Kamalasilaが 哲 学 と瞑 想 の一 致 を体 系
付 け る に成 功 して い る と言 い得 る根 拠 が そ こ に あ るか らで あ る。 で はKamala'silaは,こ の ア
イ デ ア を ど こか ら得 たの で あ ろ うか。 そ の ア イデ ア が,『 楞 伽 経 』X-256,257,258の 読 み変
え も含 め,諸 哲 学 の観 察 と超 越 の 次第 を経 て,一 切 法 無 自性 へ と到 ら しめ る彼 の 修 道論 の体 系
を樹 立 す る契 機 とな った可 能 性 も考 え られ な くは な い。
Kamala'silaと 唯 識 派 の修 道 論
先 に 「信 解 行 地 」 に お け る四 種 の順 決 択 分 及 び見 道 初 地,修 道,仏 位 に至 る'過程 をBhkの
著 述 に従 って み て きた。 それ は,BhkIの み な らずII,皿 の機 軸 を な し・順 次 ・修 習 の 階 梯
に従 って,「 一 切 法 無 自性 」 へ と,観 察,超 越 して行 くKamalasilaの 修 道 論 の体 系 で あ る。
しか しなが ら,こ の修 道 論 の体 系 の 全 て が,彼 の独 創 か らな る もの で は な く,そ の 骨 格 が,す
(218)
で にr大 乗 荘厳 経 論 』 第 六 「真 実 品 」 に 表 明 され て い る こ とを知 る ので あ る。 その 加 行 道 の 四
善 根 位 の 内容 と先 に示 したBhkIの 四 種 の 順 決 択 分 とを対 比 す れ ば ・極 め て酷 似 して い る。
そ の 『荘 厳 経 論 』 の五 道(pancam穩ga)の 根 本 構 造 を,早 島 理先 生 は 「入 無 相 方 便 相 法
界藍+鰯)と して 示 され た.そ の根 糒 造 力・K・m・1・'sil・の 髄 論 に つ い て も当 て は ま
る こ とは,(22°)Bhklの 「蠏 行 地 」 「見 道 魏 」 「修 道」 に つ い て の::及 びBhk(協 「観 」
(vipa"syan�)の 修 習 と して の,(1)人 無我,(2)法 無 我,(3)唯 心,(4)無 二 知,の 観 察 と超 越,そ し
て,(5)一 切 法 無 自性 の直 観 へ の 次第 の 言 及 と照 合 す れ ば 明 らか で あ る。 さ らに は ・BhkIで
「九 種 心 住」 に言 及 し,「 そ れ らの語 句 の 意 味 は,以 前 の 師達 やMaitreyaに よ って 説 明 され
て3響 」 と記 して い る よ うに,Kamala'silaに と り,修 道 論 の体 系 を樹 立 した背 景 に,瑜 伽 行
唯識学派の修道論か ら与えられた影響を看過することは出来ない。
唯識派,殊 にr解 深密経』やr荘 厳経論』の修道論を踏襲 し・さらに唯識説を超越する次第
として,(5)「 一切法無自性の直観」を見道初地に,(6)「 無功用による無二知の無我の直観」を
修道に配していることが知 られる。
V.KamalasilaのBod痂6εf施 わ所泌 α面 一 彼 の修 道 論 と 『大 日経 』 住 心 品及 びGuhy一
α8α7扼 ノatantra
(218)早 島理 「Mh窕穗as皦r稷amk穩aに お け る菩 薩 行 の構 造 一 第VI章tattvaを 中心 に して 一 」 印
度 学 仏 教 学研 究XXI-2P(82)及 び注14)
(219)同 著者 「瑜 伽 行 唯 識学 派 にお け る入 無 相 方 便相 の思 想 」 前掲 書XXII-2p(116),及 びr講 座 ・大





Kamalasilaの 唯 識 思想 と修 道 論
Kamalaｧilaは,唯 識 派 の哲 学 と修 道 論 の 踏 襲,克 服 を通 じ 「一 切 法 無 自性 」 へ と導 く彼 自
身 の 修 道 論 を 組 織 した こ とが知 られ たが,し か しなが ら,Kamala'silaは,唯 識 派 の 哲 学 と修
道 論 の み に 負 うて い るの で は な い。 この こ とを 証 明 す るた め に,Kamala'silaの 修 道 論 の 核心
を な す,(1)人 無 我,(2)法 無 我,(3)唯 心,(4)所 取 能 取 の形 象 を離 れ た無 二 知,(5)一 切法 無 自性 の
直 観 へ と到 る五 段 階 の観 察 と超 越 の 次第 と 『大 日経 』 住 心 品 及 びGuhyasam稻atantraと の 関
係 を以 下 に示 そ う。 こ こでr大 日経 』 やGuhyasam稻atantraを 挙 げ る こ とは,唐 突 の嫌 い が
あ ろ うが,実 は そ うで は な い。 周 知 の如 く,Kamalaｧilaは,Bh穽an稾ramaを 著 述 す る に
(223)(224)
r大 日経 』 の 「三 句」 を 引用 し,そ の 著 作 の 上 に,基 調 と して反 映 させ て い る ことが 知 られ て
い る。 いわ ゆ る,悲(karun�),菩 提 心(bodhicitta),方 便(up窕a)を 基 盤 に菩 薩 道 の 樹 立 を
目指 す もの で あ る。Kamalasilaが 『大 日経 』 か ら得 た指 針 は,Bhrzvandkramaに お け る 「三
句 」 の法 門 の み に 限 らな い。
Kamalaｧilaに は,こ れ まで あ ま り注 目 され た こ との な い著 作 で は あ るが,Bo4肋 魏 α施4η一
an�(菩 提 心 の 修 習)と い う小 品 が,D.No.3913,C.dbumaVol.31(ki)ff16b3-19a8.に
(224a)あ る
。 チベ ッ ト訳 者 はDharmap稷abhadraで あ り,ま た漢 訳 『菩 提 心 観 釈 』(訳 者,法 天)に
相 当 す る もの で あ るが,漢 訳 に は原 著 者 名 が 記 され て いず,ま た,チ ベ ッ ト大 蔵 経 中P.N.
版 に は 存在 しな い点 で,Kamalasilaの 真 作 か 否 か,疑 問 の余 地 が な い わ けで は な い。 しか し
な が ら,現 時点 で は,確 実 な反 証 も知 られ な いの で,Kamala'silaの 手 に よ る もの と考 え,紹
介 す る。
こ の 「書 」 は,そ の タイ トル が示 す如 く,「 菩 提 心 の追 求」 を 中 心 課題 と し,先 の,(1)人 無
我,(2)法 無 我,(3)唯 心,(4)無 二 知,(5)一 切 法 無 我 の直 観 へ の観 察 と超 越 の 過程 を 「菩 提 心 の修
習」 と して組 織 立 て る もの で あ る。
(225)そ の 冒頭 で
,「 世尊 は,一 切 法 は,心 に よ って成 り立 って い る と説 い て い る」 と表 明 し,次
(`226)
のGuhyasam稻atantraに 見 出 され る五 種 の観 察 と超 越 の 次 第 を 根 本 構造 と して い る。
〈心 の本 性 は〉
(227…(
1)あ らゆ る実 在 性 を離 れ て い る。
(2)蘊,界,処[は 自性 を離 れ て い るか ら]
(3)[心 には]所 取[は 存 在 しな い]能 取[も 存在 しな い]〈唯 心 の観 察 と克 服 〉
(4)法は無 我 で あ り,平 等 で あ る故,自 心 は本 来 不生 で あ る。
・・227)
(5)〈一 切 法 は〉 空 性 を本 性 と して い る。
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[]はKamalasilaの 解 説,〈 〉 は筆 者 の 補 っ た もの 。
さ らに,Kamala'silaの 解 説 に よれ ば,そ れ らは,各 々,(1)人 無 我,(2)法 無 我,(3)心 は所 取
能 取 か ら離 脱 して い る こ と,(4)一 切 法 は離 性 で あ る。 そ の心 も離 性 を特 徴 とす る もの で あ る。
(5)空 とは虚 空 で あ る。 そ の心 も虚 空 と等 しい。 そ の 自性 が,菩 提 で あ る。 とい う五 種 の観 察 と
超 越 の過 程 と して 意 義付 け られ て い る こ と を知 るの で あ る。
(228)
このKamala'silaのBo4痂c漉 α肋4"α ηク に先 立 ってJn穗agarbhaはYogabh穽an穃穩ga
[D.No.3909,P.No.5305]を 著 わ して い る。 そ の構 成 は,Kamala§ilaのBodhicittabhrzvanrz
と同様 な もの で あ り,先 に示 した五 段 階 に よ って 「菩 提心 」 を観 察 し,一 切 法 無 自性 へ の 悟 入
を述 べ る もので あ る。Jn穗agarbhaの この 書 を研 究 され た長 沢 実 導 博 士 は,そ の 五 段 階 が,
Guhyasam稻atantraか らの もの で あ る こ とやr大 日経』 住心 品 の三 句 の 引用 等 を 指 摘 さ れ
(229)
た。 これ と同様 な こ とが,上 に紹 介 したKamala'silaのBodhicittabh穽an竄ﾉ つ いて も言 い
得 る の で あ る。Kamala'silaと 『大 日経 』 住 心 品 やGuhyasam稻atantraと の 関係 を注 記 し,
訳 を示 す こ とは他 日に譲 るが,そ の大 綱 は上 に も示 した如 く,菩 提心 の 修習 を五 段 階 か らな る
観 察 と超 越 の過 程 と して 組 織 立 て,心e虚 空=菩 提 へ と結 論 して 行 く。 そ の 記述 に 『大 日経 』
住 心 品 と一 到 す る部 分 も少 くな い 。取 り分 け,秘 密 主(Guhyapati)に 対 して,心 の本 性 を 解 説
(230)(231)
する箇所及び心と虚空と菩提 と等 しいと述べる点,ま た菩提心,大 悲,方 便を菩薩道の根底と
(232)
す る点,等 か な りの 一 到 を 見 出 し得 る。
以 上 の よ うな,Guhyasam稻atantraの み な らず,『 大 日経 』 住 心 品 と も関 係 が考 え られ る
五 段 階 に よ る諸 哲 学 の観i察と超 越 の 過程 を,Kamalasilaは 『大 日経 』 住 心 品 の三 句 を 引用 す
るBh穽an稾ramaを 草 す る時 点 で も知 って い たで あ ろ う。Bh穽an稾ramaとBodhicittdbh竏�
ηαη4の 何 れ が,著 作順 序 と して 先 行 す るか は,今,決 定 し得 な い が,何 れ にせ よ,両 書 を草
す るに つ き・ 『大 日経 』 住 心 品 へ の 理解 は あ った で あ ろ う。 このKamalasilaと,『 大 日経 』
やGuhyasam稻atantraと の 結 び付 きの 契 機 と してJn穗agarbhaのyio9α 飴4η αη伽 の9α が
媒 介 とな った可 能 性 も考 え られ るが ・Kamalasilaが,修 習 の階 梯 を 体 系 化 す るに つ い て,特
に,深 くそ の基 調 に反 映 して い る と思 わ れ る もの に,次 の三 点 を挙 げ る こ とが 出来 よ う。
1・ 唯 識 派 ・取 り分 け ・r大 乗 荘 厳 論 』 第六 「真 実 品」 等 に述 べ られ る加 行 道 の 四善 根 位 に
お け る観 察 と超 越 の次 第
(228)こ の書 が ・ 確 か に・Satyadvayavibh稟ak穩ikcc,-v?"ttiを 著 わ したJn穗agarbhaと 同一 人物 の手
に よ る もの か,否 か の批 判 的 考証 が な され な け れ ば な らな い と ころで あ るが,現 時 点 で は,そ の 同 じ
Jn穗agarbhaに よ る もので あ る と考 えて お く。 この問 題 を 指摘 され た の は,松 本 史 朗 「Jn穗agarbhaの
二 諦 説 」r仏 教 学 』 第5号,P11314-15.
(229)長 沢実 導,前 掲 書所 収r瑜 伽修 習 道 』 の 研 究p138注(1)(5)(6)(7).
(230)BCB,D18a3-b5,r大 日経 』 住 心 品 の 自心 の構 造 につ いて は,r講 座 ・大 乗 仏教1一 大乗 仏 教 と は




Kamalasilaの 唯 論思 想 と修 道 論
2・Jn穗agarbhaのYogabh穽an穃drgaに お け る五 種 の観 察 と超 越 の過 程
3.『 大 日経 』 住心 品 やGuhyasam稻atantraの 五 種 の観 察 と超 越 の過 程
この よ うにKamala'silaの 修 道 論 の 形成 に 関 し,そ の典 拠 の可 能 性 と して 次 の指 摘 が で き
る。 信 解 行 地(1)煖(2)頂(3)忍(4)世 第 一 法 位 とい う修 習 の 階 梯 に於 て,(1)人 無 我,(2)法 無 我,
(3)唯心,(4)無 二 知 の観 察 と超 越 を遂 行 す る図 式 か らは,唯 識 派,殊 に,1.に 示 したr大 乗 荘 厳
経 論 』 の四 種 の 順 決 択 分 との 関係 が知 られ る し,さ らに(5)見道 初 地 に於 て一 切 法 無 自性 を 直観
す る,と い う五 段 階 の 図 式 か らは 『大 日経 』 住 心 品 やGuhyasam稻atantraと の 結 び付 きが,
具 体 的 に知 られ る ので あ る。
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